
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 ２ ３ ４ ５

３・４カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

１歳６カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　泗支所　

３・４カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

6 ７ ８ ９ 10 11 12
アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　泗支所

弁護士相談　
９:00 ～12:00
（要予約）、
行政相談　
10:00 ～12:00
旭　公
ポリオ予防接種　
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館
社会保険
出張相談所開設
10:00 ～15:00
 菊中公

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

しすいっ子童話会
のおはなし会　
11:00 ～　泗　図
きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
　

13 14 15 16 17 18 19
育児相談　
９:30 ～10:30
（受付）　西部セ
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　菊中公

ポリオ予防接種　
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館

３歳児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

男女共同参画専門
委員相談　
13:30 ～16:30　
菊中公

古典を楽しむ会　
14:00 ～　泗　図
　

20 21 22 23 24 25 26
お楽しみ会　
14:00 ～　泗　図
　

健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　旭支所

弁護士相談　
９:00 ～12:00
（要予約）　泗福セ
育児教室　
9:30 ～10:00
（受付）　西部セ

３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館
おはなしの部屋　
11:00 ～　泗　図
　

しすいっ子童話会
のおはなし会　
11:00 ～　泗　図
きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
　

27 28 29 30 ７/１ ７/２ ７/３
軽トラ朝市　
７:30 ～11:30　
迎町・中央通り・
立町

健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　七多セ

２歳児歯科健診　
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館

３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

６・７カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　泗支所

菊文館 菊池市文化会館
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ 菊池公園多目的グラウンド
七支所 七城総合支所

七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター
旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公

旭公図

旭志公民館

旭志公民館図書室
泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター６月の行事予定
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（対前月比） 
■人口：51,767人　（10）
　男性：24,836人　（－1）
　女性：26,931人　（11）
　世帯：17,897世帯（41）

　
口
蹄
疫
の
影
響
で
旭
志
の
ホ
タ

ル
フ
ェ
ス
タ
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
に
な
っ
た
。
ホ
タ
ル
の
観
賞

も
自
粛
す
る
よ
う
、
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　
旭
志
は
、
菊
池
市
の
中
で
も
畜

産
が
盛
ん
な
地
域
だ
。
体
育
大
会

の
取
材
で
旭
志
中
学
校
へ
向
か
う

途
中
、
至
る
所
に
石
灰
が
撒
か
れ

て
い
る
光
景
を
見
た
。
畜
産
農
家

は
と
て
も
不
安
な
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
の
が
、
真
っ
白
な
道
路
か

ら
う
か
が
え
る
。
い
つ
ま
で
こ
の

緊
張
が
続
く
の
だ
ろ
う
か
。

　
早
く
こ
の
不
安
を
消
し
て
、
ホ

タ
ル
を
観
賞
し
た
い
。

株式会社西川印刷

（再生紙使用）広報きくちは、モリサワのＵＤフォントを使用しています。

５月16日（日）、旭志中学校 
（水田智英校長）で体育大会
が開催されました。３年生は
長縄跳びで息の合ったジャ
ンプを見せてくれました。
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豊かな水と緑、
光あふれる
田園文化のまち

特集　災害　　　　
菊池市議会議員一般選挙
第二次菊池市行政改革大綱が
策定されました　　　
各区の嘱託員を紹介します　　
シリーズ今年のしごと
広げよう「噛む」から始まる健康づくり
 （健康だより）
きくち夏まつり
ステージ参加者・白龍担ぎ手募集
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紙面より

編
集
後
記

６月の行事予定



日
本
の
四
季
を
感
じ
る
ひ
と
つ
に
〝
梅
雨
〞
が
あ
り
ま
す
。

６
月
と
７
月
の
降
水
量
は
、
年
間
降
水
量
の
40
％
を
占
め
、

雨
量
が
最
も
多
い
時
期
で
す
。

梅
雨
の
後
に
は
台
風
が
訪
れ
ま
す
。

大
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
、
土
砂
崩
れ
、

暴
風
に
よ
る
停
電
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

災
害
が
起
き
る
そ
の
時
、
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今すぐ実践できる防災対策があります。普段の生活から防災を心がけていれば、
「いざ」というときに助かるかもしれません。

また、災害が起きてからの行動一つで、あなたの生死が分かれるかもしれないのです。

そ
の
時
、
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

あなたが、守るためにできること 災

　害 
災 害

特
集

避難場所・避難路を確認しましょう
　自分の地区の避難場所がどこなのか確認しておきましょ
う。また、避難場所までの経路（避難路）は、あらかじめ自分
たちで決めておき、安全に通行できるかを確認しておきま
しょう。
家のまわりを点検・整備しましょう
　家のまわりに吹き飛ばされそうな物はないか確認しま
しょう。また、家の周囲の排水溝が詰まっていないかなどの
確認も必要です。

正確な情報収集と自主的避難
　テレビ・ラジオで最新の気象情報、
災害情報、避難情報を確認しましょ
う。雨の降り方や家周辺の状況に注
意し、危険を感じたら自主的に避難
しましょう。
避難をする前には必ず確認しましょう
　避難をする前に、電気・ガスなどの火元を消しましょう。
　また、避難場所を確認し、親戚や知人などに避難すること
を連絡しておきましょう。

車での避難は控えてください
　車での避難は緊急車両の通
行を妨げたり、交通渋滞を招
き、浸水や道路への落石がある
と動けなくなります。特別な場
合を除き徒歩で避難しましょう。
　また、水防活動の妨げになる
ので、車を道路や堤防に放置し
ないようにしてください。

高い道路を通りましょう
　避難をするときは、できるだ
け高い道路を選びましょう。浸水
箇所があった場合には、溝や水
路に十分注意しましょう。
　また、崖などがある場合は、土
砂崩れが起きる可能性もありま
すので注意をしてください。

お年寄りの避難などに
協力をお願いします
　お年寄りや子ども、病気の
人などは早めの避難が必要
です。近所のお年寄りなどの
避難に協力しましょう。特に
一人暮らしのお年寄りや病気
の人たちには、普段からの気
配りが必要です。

動きやすい服装、２人以上での避難
　動きやすい格好で避難しま
しょう。また、必ず２人以上で
の避難を心がけましょう。
　避難勧告などは、危険が
迫ったときに出されますの
で、速やかに避難しましょう。
避難するときは、警察などの指示に従いましょう。

わが家の非常時持ち出しチェックリスト

　非常食や持ち出すものを事前に準備しておきましょう。
非常食には、調理の手間がかからず、水もあまり使用しな
いもの（レトルト食品や缶詰など）を選びましょう。また、懐
中電灯やラジオ、乾電池も忘れずに用意しておきましょう。

●貴重品類
□現金
□預金通帳
□印かん
□保険証
●避難用具
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□予備電池
□ヘルメット
□防災ずきん

●衣類
□下着類
□防寒具
□雨ガッパ
●救急用具
□消毒液
□きず薬
□湿布薬
□包帯
□絆創膏
□常備薬

●非常食糧
□乾パン
□缶詰
□ミネラルウォーター
□組食器、缶切りなど
●生活用品
□万能ナイフ
□マッチ、ライター
□すべり止め付軍手
□ビニールシート
□ひも、ガムテープ
□ティッシュ
□裁縫道具
□洗面用具、タオル
●その他
□赤ちゃん用品
□介護用品

d
is

a
s

t
e

r

　

例
え
ば
、
大
雨
の
ニ
ュ
ー
ス
が
テ
レ
ビ
で

流
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
災
害

に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

け
れ
ど
自
分
の
判
断
だ
け
で
「
大
丈
夫
だ

ろ
う
」
と
油
断
し
て
い
る
と
、
災
害
が
起
き

た
と
き
に
は
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
河

川
が
氾
濫
し
て
堤
防
が
決
壊
し
た
り
、
土
砂

崩
れ
が
起
き
て
家
が
土
砂
で
埋
も
れ
て
し
ま

う
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
と
き
に
行
動
し
て

い
て
は
遅
い
の
で
す
。

　

で
は
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
私

た
ち
が
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

　

「
警
報
」
と
「
注
意
報
」
。
こ
の
２
つ
の

言
葉
の
違
い
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

「
警
報
」
と
は
、
重
大
な
災
害
が
起
こ
る

恐
れ
の
あ
る
こ
と
を
警
告
し
て
行
う
予
報
で

す
。
警
報
に
対
し
て
、
「
注
意
報
」
は
災
害

が
起
こ
る
恐
れ
の
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
行

う
予
報
で
す
。

　

今
す
ぐ
災
害
が
起
き
る
こ
と
は
な
い
け
れ

ど
今
後
の
動
き
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
と

い
う
注
意
を
促
す
の
が
「
注
意
報
」
で
、
災

害
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
警
戒
す
る

よ
う
警
告
す
る
の
が
「
警
報
」
で
す
。

雨の強さと降り方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　 単位：㎜
１時間
雨量

予報
用語

人の受ける
イメージ 人への影響 屋内

（木造住宅を想定） 屋外の様子 車に
乗っていて 災害発生状況

10以上
20未満

やや
強い雨

ザーザーと
降る

地面からの跳
ね返りで足元
がぬれる

雨の音で話し声がよ
く聞き取れない 地面一面に

水たまりが
できる

― この程度の雨でも長く続くときは注
意が必要

20以上
30未満 強い雨 どしゃ降り

傘をさしてい
てもぬれる

寝ている人の半数く
らいが雨に気がつく

ワイパーを
速くしても
見づらい

側溝や下水、小さな川が溢れ、小規模
の崖崩れが始まる

30以上
50未満 激しい雨

バケツをひっ
くり返したよ
うに降る

道路が川の
ようになる

ハイドロプ
レーニング
現象が発生
する（※１）

・ 山崩れ、崖崩れが起きやすくなり、
危険地帯では避難の準備が必要
・ 都市では下水管から雨水が溢れる

50以上
80未満

非常に
激しい雨

滝のように
降る
（ゴーゴーと
降り続く）

傘はまったく
役に立たなく
なる

水しぶきで
あたり一面
が白っぽく
なり、視界が
悪くなる

車の運転は
危険

・ 都市部では、地下室や地下街に雨水
が流れ込む場合がある
・マンホールから水が噴出する
・土石流が起こりやすい
・多くの災害が発生する

80以上 猛烈な雨
息苦しくなるよ
うな圧迫感があ
り、恐怖を感じる

雨による大規模な災害が発生する恐
れが強く、厳重な警戒が必要

※１　高速走行時、車輪と路面の間に水膜が生じブレーキが効かなくなる現象のこと。
※２　 表に示した雨量が同じであっても、降り始めからの総雨量の違いや、地形や地質などの違いによって被害の様子は異なることがあり

ます。この表ではある雨量が観測された際に通常発生する現象や被害を記述していますので、これより大きな被害が発生したり、逆
に小さな被害にとどまる場合もあります。

※３　 この表は主に近年発生した被害の事例から作成したものです。今後新しい事例が得られたり、表現など実状と合わなくなった場合に
は内容を変更することがあります。

災
害
は
い
つ
来
る
の
か
分
か
ら
な
い

普段から心がけること

災害が起きる前、起きたときに心がけること

忘れずに準備しておきましょう

何
が
起
き
て
い
る
の
か

ま
ず
は
知
っ
て
く
だ
さ
い
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災 害
　

〝
自
主
防
災
組
織
〞
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で

守
ろ
う
」
と
い
う
自
発
的
意
思
か
ら
結
成
さ

れ
る
防
災
の
た
め
の
組
織
で
す
。

な
ぜ
、
自
主
防
災
組
織
が
必
要
な
の
？

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防

署
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
は
全
力
を
あ
げ
て

防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
や
交
通
網
の
寸
断
、
同
時
に
多
発
す

る
火
災
な
ど
の
悪
条
件
に
よ
り
、
十
分
な
活

動
が
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
頼
り
に
な
る
の
は
隣
近
所

の
助
け
合
い
で
す
。
こ
の
助
け
合
い
を
地
域

で
組
織
化
し
た
も
の
が
自
主
防
災
組
織
で
、

被
害
の
軽
減
や
復
旧
の
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
。

具
体
的
に
、
何
を
す
る
の
？

　

地
域
で
防
災
に
つ
い
て
考
え
、
取
り
組
む

こ
と
が
自
主
防
災
組
織
の
活
動
で
す
。

　

例
え
ば
、
防
災
訓
練
を
行
い
、
実
際
に
災

害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
ど
ん
な
行
動
を
と
れ

ば
い
い
の
か
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
危
険
な
場
所
が
な
い
か
確
認
し
た

り
、
情
報
連
絡
網
を
作
成
す
る
こ
と
な
ど
も

災
害
時
に
は
役
立
ち
ま
す
。

組
織
は
ど
う
や
っ
て
作
れ
ば
い
い
の
？

　

組
織
づ
く
り
は
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
方
法
は
、
大
き

く
次
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

① 

町
内
会
や
自
治
会
な
ど
現
在
あ
る
組
織
を

中
心
に
結
成
す
る
方
法

② 

防
災
活
動
の
た
め
の
新
し
い
組
織
を
結
成

す
る
方
法

地
域
で
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

手順１．まずは話し合いましょう。
　町内会や自治会の総会ま
たは役員会で自主防災組織
の必要性や、自分たちの地
域にはどんな組織の大きさ
が合っているのか話し合いま
しょう。
　安全対策課に、組織結成の
方法や防災計画の作り方などを相談してください。

活動１．防災活動を開始しましょう。
　作成した活動計画書に基づ
いて、防災活動を行いましょ
う。
　例えば、大雨の時に氾濫しそ
うな河川や水路がないか、地
震の時に崩れる危険性のある
崖や塀はないかなど、地域の
危険箇所を確認します。
　また、地域の地図に避難所
や避難ルート、調べた危険箇所
を書き入れた「防災マップ」を
作りましょう。消防署や交番、市役所などの緊急連絡先を記
入しておくと、いざというときに役立ちます。

活動２．住民に知らせましょう
　「防災マップ」などができたら、住民に知らせましょう。み
んなで情報を共有し、地域の人たちとコミュニケーションを
深めることも災害時、力を発揮するためには重要です。

活動３．防災訓練をしましょう。
　いざというときに慌てないために欠かせないのが防災訓
練です。避難訓練や初期消火、炊き出し、応急手当などがあ
ります。「訓練」と堅く考えず、地元のお祭りと併せて炊き出
し訓練を行うなどみんなが楽しく参加できる工夫をしましょ
う。そうすることで参加意欲も高まり、効果も上がります。

訓練って何をどうしたらいいの？
　どんな訓練をしたらい
いのか分からないという
人は、安全対策課へ相談
してください。地域の消
防団と連携して、指導を
行います。

手順２．結成に同意を得ましょう
　自治会単位で組織を結成する場合、総会などで組織結
成の主旨や活動内容を説明します。住民の同意が得られれ
ば、自主防災組織が結成できます。

　菊池市では「菊池市
防災マップ」を作成し、
各家庭に配布していま
す。防災マップには、避
難所や危険区域、緊急
連絡先などが掲載され
ています。
　自宅にない場合は、安
全対策課または各総合
支所総務振興課へ問い
合わせてください。

※自主避難する場合は、あらかじめ安全対策課または各総合
　支所総合振興課へご連絡ください。

自主防災組織の作り方と活動

菊池市防災マップを活用しましょう

　菊池市の火災・防災・防犯・交通に関する緊急連絡を
迅速かつ正確に行うため、菊池安心メールを運用して
います。登録すると安全対策課および各総合支所が発
信する情報メールが直接個人の携帯へ届きます。
登録方法
「kam@123123.tv」に空メールを送信すると、会員登
録用のメールが届きま
す。指示に従い登録をし
てください。
登録メールが届かない
場合は、受信拒否設定さ
れている場合がありま
す。それぞれの機種によ
り受信設定を行ってくだ
さい。

※画面はイメージです

菊池安心メールをご存知ですか？

避難場所
どこが一番近いですか？

手順

問 い合わせ先

活動

　市役所で定めている避難場所は、全部で 51カ所あります。
自分の自宅から一番近い避難場所はどこでしょう？そこまで
どんな経路で移動するのが一番安全でしょうか？ぜひ、家族で
話し合ってみてください。
　また、緊急時の連絡先として、市役所などのほかに親戚や知
人の連絡先・連絡方法を確認しておきましょう。

避難場所 住所
中央公民館 隈府865
隈府小学校体育館 隈府795
菊池南中学校体育館 隈府833
菊池南中学校武道館２F 隈府904
菊池女子高等学校体育館 隈府1081
菊池女子高等学校講堂 隈府1081
菊池市ふれあい交流センター「木楽良館」袈裟尾445－12
菊池市福祉会館 隈府888
西部市民センター 西寺1371－1
菊池高等学校体育館 隈府1332－1
菊池青少年ホーム 隈府1272－2
菊池体育センター 隈府1272－2
菊池北小学校体育館 隈府1530－1
菊池北中学校体育館 隈府1515
菊池市総合体育館 亘538－2
菊池北中学校寄宿舎 大平637
迫間支館 大平600
迫間体育館 大平645－1
菊之池小学校体育館 西寺1928
菊之池体育館 西寺1903－1
花房小学校体育館 出田2516
花房支館 出田2532
菊池市浄水センター 赤星1818
やまびこ体育館 班蛇口1390
龍門小学校体育館 龍門356
龍門支館 龍門339－1

避難場所 住所
斑蛇口湖ボート場艇庫兼研修センター 斑蛇口525－2
小木体育館 小木1631－10
小木集会所 小木辛野
迫水小学校体育館 重味2836－1
迫龍ふれあいセンター 重味3296
河原小学校体育館 下河原4692
水源小学校体育館 四町分1031
きくちふるさと水源交流館 原1600
水源支館 原1607
水迫里山の家 原2931－1
老人福祉センター 七城町流川394－1
七城公民館 七城町甲佐町72－1
七城温泉ドーム 七城町林原962－1
多目的研修センター 旭志小原240
旭志中学校体育館 旭志小原224
旭志体育館 旭志小原189
旭志小学校体育館 旭志新明2790
泗水 B＆G海洋センター体育館 泗水町吉富100－3
泗水公民館 泗水町福本242－1
泗水体育館 泗水町福本242－1
泗水中学校体育館 泗水町豊水3490
泗水小学校体育館 泗水町豊水3481
泗水西小学校体育館 泗水町田島333
泗水第2体育館 泗水町永2618
泗水東小学校体育館 泗水町住吉2851

緊急時の連絡先
名称 所在地 電話番号

安全対策課 隈府888 (25)7203
七城総合支所 七城町甲佐町74－1 (25)1000
旭志総合支所 旭志小原240 (37)3111
泗水総合支所 泗水町福本383 (38)2111
菊池広域連合消防本部 菊陽町原水7－1 096(232)9331
北消防署 赤星2080 (25)3053
西消防署 合志市合生4107－1 096(242)1115
菊池警察署 隈府790 (24)0110

　防災や消防団、自主防災組織に関するお問い合わせは、
安全対策課（☎（25）7203）へ問い合わせてください。
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菊池市議会議員一般選挙　開票結果

投票所別投票率

明るい選挙推進協議会による
啓発活動が行われました

５/17
（月）

　市民へ投票を呼びかけるため、菊池市内の物産館やスー
パーなどで啓発活動が行われました。菊池市明るい選挙推
進協議会の委員15人と市役所職員が各地域に分かれ、投
票の呼びかけを行いながら花の種が付いたティッシュペー
パー 1,800 個を配りました。「未来につなぐ明るい選挙」

の文字が入った法被を着た委員は、「菊
池市は県内でもトップレベルの投票率
を誇っています。今回もたくさんの人
が投票に来てくれるといいですね」と
話していました。 「23日はぜひ投票に来てください」とティッシュを配る推進委員

総合体育館メインアリーナで行われた開票作業

菊
池
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

開票結果

　

任
期
満
了
に
伴
う
菊
池
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
５
月
23
日
（
日
）
に
あ

り
、
即
日
開
票
さ
れ
、
23
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

投
票
は
同
日
の
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
市
内
の
25
カ
所
の
投
票
所

で
あ
り
、
開
票
作
業
は
同
日
の
午
後
８
時
30
分
か
ら
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
24
日
（
月
）
に
は
、
菊
池
市
役
所
で
当
選
し
た
23
人
に
、
菊
池

市
選
挙
管
理
委
員
会
の
緒
方
正
俊
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

候
補
者
別
の
得
票
数
と
投
票
所
別
の
投
票
率
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

投票率
72.76％

投票総数
有効投票数
無効投票数
持帰りその他

問い合せ先
菊池市選挙管理委員会事務局
☎（25）7201

30,271 票
29,909 票
362票
1票

当落 候補者名 得票数（票）

当選 くどう　圭一郎 1,660．000 

当選 城　のりおみ 1,585．000 

当選 北田　あきら 1,543．000 

当選 泉田　栄一朗 1,525．000 

当選 岡﨑　としひろ 1,408．000 

当選 中山　しげお 1,364．000 

当選 くまべ　忠宗 1,363．000 

当選 坂井　まさつぐ 1,351．932 

当選 やませ　義也 1,330．000 

当選 二ノ文　しんげん 1,296．000 

当選 木下　ゆうじ 1,252．000 

当選 ひぐち　正博 1,248．000 

当選 水上　あきずみ 1,215．000 

当選 ぬるゆ　たけよ 1,212．000 

当選 東　ひろひと 1,157．023 

当選 くずはら　勇次郎 1,147．000 

当選 森　清孝 1,083．948 

当選 中原　しげる 1,060．000 

当選 大賀　けい一 1,056．000 

当選 森　たかひろ 944．051 

当選 境　かずのり 939．067 

当選 東　ひでとし 832．976 

当選 坂本　あきのぶ 806．000 

三池　けんじ 767．000 

出口　かずお 510．000 

冨川　行戒 253．000 

投票所
選挙当日有権者数（人） 投票者総数（人） 投票率（％）
男 女 計 男 女 計 男 女 計

第１ 菊池市勤労青少年ホーム 1,058 1,293 2,351 708 889 1,597 66.92 68.75 67.93 

第２ 菊池市ふれあい交流センター 713 808 1,521 535 621 1,156 75.04 76.86 76.00 

第３ 菊池市役所庁舎 1,831 2,061 3,892 1,176 1,455 2,631 64.23 70.60 67.60 

第４ 菊池市文化会館小ホール 1,238 1,567 2,805 835 1,098 1,933 67.45 70.07 68.91 

第５ 河原小学校体育館 616 708 1,324 490 561 1,051 79.55 79.24 79.38 

第６ 菊池市水源支館 498 526 1,024 373 395 768 74.90 75.10 75.00 

第７ 菊池市水迫里山の家 301 323 624 219 239 458 72.76 73.99 73.40 

第８ 龍門小学校体育館 402 455 857 323 364 687 80.35 80.00 80.16 

第９ 菊池市迫間支館 576 630 1,206 471 501 972 81.77 79.52 80.60 

第１０ 菊池市西部市民センター 1,208 1,273 2,481 810 900 1,710 67.05 70.70 68.92 

第１１ 花房小学校体育館 743 835 1,578 582 670 1,252 78.33 80.24 79.34 

第１２ 菊池市戸崎支館 655 819 1,474 481 571 1,052 73.44 69.72 71.37 

第１３ 七城老人福祉センター 462 549 1,011 355 415 770 76.84 75.59 76.16 

第１４ 菊池市七城公民館 614 688 1,302 461 495 956 75.08 71.95 73.43 

第１５ 菊池市七城体育館 581 662 1,243 419 507 926 72.12 76.59 74.50 

第１６ リバーサイドパーク 503 561 1,064 400 450 850 79.52 80.21 79.89 

第１７ 岩本公民館 479 508 987 420 439 859 87.68 86.42 87.03 

第１８ 高柳集落センター 432 476 908 349 385 734 80.79 80.88 80.84 

第１９ 旭志小学校体育館 550 629 1,179 458 514 972 83.27 81.72 82.44 

第２０ 尾足コミュニティセンター 530 557 1,087 415 446 861 78.30 80.07 79.21 

第２１ 菊池市泗水体育館 1,522 1,733 3,255 1,075 1,276 2,351 70.63 73.63 72.23 

第２２ 泗水東小学校体育館 909 1,015 1,924 692 736 1,428 76.13 72.51 74.22 

第２３ 泗水西小学校体育館 704 807 1,511 533 612 1,145 75.71 75.84 75.78 

第２４ 泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 1,450 1,609 3,059 824 1,039 1,863 56.83 64.57 60.90 

第２５ 菊池市立泗水第２体育館 956 985 1,941 608 682 1,290 63.60 69.24 66.46 

合　計 19,531 22,077 41,608 14,012 16,260 30,272 71.74 73.65 72.76 

候補者別得票数（得票順・敬称略）
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菊
池
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
公
立
保
育
園
・

幼
稚
園
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
に
向
け

た
検
討
、
学
校
給
食
の
民
間
委
託
の
検
討
、
第

三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
総
点
検
な
ど
、
改
革
の
方
針
・
方
向
性
を

定
め
る
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。

　

第
二
次
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱
（
平
成
22
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
）
で
は
、
引
き
続
き
、
地

方
分
権
型
社
会
に
対
応
で
き
る
簡
素
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
、

新
た
な
視
点
で
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

○ 

第
二
次
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
内
部
だ
け
で
な
く
広

く
市
民
や
外
部
有
識
者
の
意
見
を
聞
く
た
め

に
、
「
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱
策
定
審
議

会
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
広
報
き
く
ち

お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
広
く
市
民

の
声
を
お
聞
き
す
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
す
べ
て
の
市
民
の

視
点
を
大
事
に
し
た
、
菊
池
ら
し
い
大
綱
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○ 

行
政
改
革
大
綱
策
定
審
議
会
で
は
、
市
長
の

諮
問
に
応
じ
て
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
し
、
答
申
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
１
）
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
関
す
る
こ
と

（
２
）
そ
の
他
審
議
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

　
　
　

に
関
す
る
こ
と

　

ま
た
、
市
長
に
対
し
自
ら
建
議
す
る
こ
と
が

で
き
る
附
属
機
関
で
あ
り
、
学
識
経
験
者
や
商

業
・
工
業
・
青
年
・
教
育
・
女
性
を
代
表
す
る

７
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

国
の
経
営
の
方
向
性
や
運
営
の
シ
ス
テ
ム
の

大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

求
め
ら
れ
る
範
囲
は
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
財
源
と
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
、
人
口

減
と
少
子
高
齢
化
、
本
市
の
財
政
状
況
な
ど
を

考
慮
す
る
と
、
安
易
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す
る

こ
と
は
か
え
っ
て
市
民
の
負
担
増
や
、
民
間
と

の
競
合
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
菊

池
市
で
は
、
「
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
」

と
「
市
民
視
点
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
を

目
的
に
、
質
の
高
い
行
財
政
運
営
を
目
指
す
た

め
に
、
「
第
二
次
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱
」
と

「
第
二
次
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」

を
、
平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

行
政
改
革
に
は
、
「
削
減
」
や
「
廃
止
」
な
ど
の
負
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
単
な
る
経
費
や
人
員
の
削
減
に
よ

る
単
年
度
の
財
政
収
支
の
改
善
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

真
の
目
的
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
後
世
の
市
民
へ

の
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
な
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
る
こ
と
で
、
市
民
の
人
々
に
「
菊
池
市
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
他
地
域
の
人
々
か

ら
も
「
菊
池
市
に
行
っ
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
」
と
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

①
市
民
視
点
の
行
政
改
革

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
市
民
満

足
度
を
高
め
る
た
め
に
市
民
視
点
に
立
っ
た
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る
改
革

を
推
進
し
ま
す
。

②
市
民
と
の
協
働
と
民
間
活
力
の
活
用

　

こ
れ
ま
で
行
政
が
提
供
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス

の
よ
り
一
層
の
質
の
向
上
と
経
費
削
減
や
市
民

参
画
を
図
る
た
め
に
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

民
間
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を
公

的
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
位
置
づ
け
、
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、

協
働
を
進
め
ま
す
。

行
政
改
革
の
必
要
性

行
政
改
革
の
目
的

位
置
づ
け

実
行
・
管
理

必
要
性

実
施
項
目

計
画
期
間

行
政
改
革
の
視
点

行
政
改
革
大
綱
策
定
審
議
会
と

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

「行政改革大綱」とは？

「市民視点の行政サービスの充実」

「簡素で効率的な行政運営」

第二次菊池市行政改革大綱の概要 第 
二
次
菊
池
市

行
政
改
革
大
綱
が

策
定
さ
れ
ま
し
た

問い合わせ先　行政改革推進課　☎（25）7202

　菊池市では、豊かな自然環境や歴史を活かし、人のや
さしさでつくりあげる健康で活力あるまちづくりのために、
「豊かな水と緑、光あふれる田園文化のまち」を目標とした
ふるさとづくりを行っています。
　「行政改革大綱」とは、「豊かな水と緑、光あふれる田園文
化のまち」を実現するための柱の一つである「行財政の効
率化」を具体化したものであり、行政の無駄を省き、事務事
業の効率化と市民サービスの向上を目指し、本市の行財政
改革の理念と方向性を定めたものです。

○ 菊池市総合計画基本構想を構
成する９つの柱の一つ「行財政
の効率化」を実現するための行
政改革の理念・方向性を定めた
もの

○ 行政改革推進本部（本部長：市
長）を中心とした実行・管理体制
○ 広報紙やホームページによる進
捗状況の市民への分かりやす
い公表

○地方分権の進展
○財政状況
○本市の置かれている状況
○国の行政改革推進への対応

○税などのコンビニ払込サービスの検討
○開庁時間の延長・休日開庁
○窓口業務改善の推進
○ 各種業務の電子申請の活用と電子化の
検討推進

○行政評価による総合計画の進捗管理

○公立保育園の民営化の推進
○公立幼稚園の民営化の検討
○養護老人ホームの民営化の推進

○組織体制の見直しと定員管理
○職員の意識改革と計画的な人材育成
○学校規模の適正化
○地理情報システム（ＧＩＳ）の活用

※ 実施項目の進捗状況については、その途
中経過・実施結果などを、広報紙やホーム
ページなどを通じて、市民に分かりやすく
公表していきます。

○公有財産の総点検
○新市建設計画の見直し
○特別養護老人ホームの総点検

○第三セクター見直し方針の推進
○土地開発公社の見直し

○財政状況の公表
○ 市民との協働を推進するシステ
ムづくり
○広報広聴の充実

市民の利便性の向上

成果重視の行政運営

民間活力の活用

効率的な組織体制

財政の健全化

外郭団体の見直し

行政の透明化

平成22年度～平成26年度

K i k u c h i
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　５月11日（火）に菊池市文化会館において全体区長会議が開かれ、各
課からの説明や質疑応答などが行われました。また、その後開かれた菊池
市区長協議会総会では、今年度の事業計画・予算などが承認されたほか、
各役員も次のとおり決定しました。
　会長は松本隆幸さん（七城区長会会長）、副会長は井上石根さん（菊池
区長会会長）、岩根昭洋さん（旭志区長会会長）、青木征輔さん（泗水区長
会会長）で、理事＝○理、書記兼会計＝○書 、監事＝○監 は、名簿の氏名の横
に記載しているとおりです。

●平成 22年度区長（嘱託員）協議会役員が決定しました

問い合わせ先
菊池区長　総務課　☎（25）7111　 　　　　　　 　七城区長　 七城総合支所総務振興課　☎（25）1000
旭志区長　旭志総合支所総務振興課　☎（37）3111　泗水区長　泗水総合支所総務振興課　☎（38）2112各区の嘱託員（区長）を紹介します（敬称略）

●菊池区長（102人）
区　名 氏　名 ヨミガナ 区　名 氏　名 ヨミガナ 区　名 氏　名 ヨミガナ

上　 町 久保　房儀 クボ　フサヨシ 日 生 野 武藤　秀康 ムトウ　ヒデヤス 伊　 倉 西山　博道 ニシヤマ  ヒロミチ

中　 町 土井　 二 ドイ　ケンジ 下　 組 原　　　修 ハラ　オサム 道　 園 池上　勝德 イケガミ  カツノリ

下　 町 小池　建男 コイケ　タテオ 長　 六 宮本敬一郎 ミヤモト　ケイイチロウ 金　 峰 越猪　豊明 オオイ  トヨアキ

切　 明 境　　憲泰 サカイ　ノリヤス 岩　 平 河上　義行 カワカミ　ヨシユキ 生　 味 笠　愛一郎 リュウ  アイイチロウ

迎　 町 板井　眞純 イタイ　マサズミ 塚　 原 渡邊　千 ワタナベ　チヒロ 木 佐 木 口　　修 ニシグチ  オサム

中 央 通 右田紘一郎 ミギタ　コウイチロウ 伊 牟 田 高野　政徳 タカノ　マサノリ 滝黒仁田 宇野木政也 ウノキ　セイヤ

横　 町 口　昭彦 ヒグチ　アキヒコ 古　 川 永瀨　朝市 ナガセ　トモイチ 上 西 寺 東　　　勇 ヒガシ  イサム

立　 町 井上　石根 イノウエ　セキネ 立　 門 吉良　辰也 キラ　タツヤ 中 西 寺 矢島　靖雄 ヤジマ  ヤスオ

正 院 町 針　　鐵男 ハリ　テツオ 戸　 城 川上　憲誠 カワカミ　ケンセイ 下 西 寺 櫨川　住男 ハゼカワ  スミオ

栄　 町 緒方　幸利 オガタ　ユキトシ 永　 山 武藤　一美 ムトウ　カズミ 辻 堤　　敏治 ツツミ  トシハル

西正観寺 荒木　生夫 アラキ　イクオ 伊　 野 髙本　宜幸 タカモト　ヨシユキ 南 古 閑 上田　信雄 ウエダ  ノブオ

東正観寺 菊川　大東 キクカワ　ダイトウ 木　 護 高野　　誠 タカノ　マコト 北 古 閑 後藤　逸雄 ゴトウ  イツオ

亘 石渕　浩志 イシブチ　ヒロシ 柏 仲光　新治 ナカミツ　シンジ 野 間 口 田中　澄夫 タナカ  スミオ

築　 地 辻　　憲治 ツジ　ケンジ 鉾 の 甲 坂本　利秋 サカモト　トシアキ 神　 来 髙山孝太郎 コウヤマ　コウタロウ

片　 角 浜田　　夫 ハマダ　タケオ 杉　 生 坂口　久興 サカグチ　ヒサオキ 大 琳 寺 岩男　圭紀 イワオ  タマキ

北　 原 髙木　俊郎 タカキ　トシロウ 寺 小 野 出口　研一 デグチ　ケンイチ 北　 宮 菊永　　進 キクナガ  ススム

立　 石 山田　陽二 ヤマダ　ヨウジ 染　 土 原田　輝雄 ハラダ　テルオ 深　 川 光永　正嗣 ミツナガ  マサツグ

袈 裟 尾 上野　一男 ウエノ　カズオ 長　 野 丸山　直 マルヤマ　ナオヒロ 村　 田 東　　良一 ヒガシ  リョウイチ

玉 祥 寺 佐々　維新 サッサ　イシン 龍 門 １ 中峰　嘉伸 ナカミネ　カシン 上 長 田 八並　勝美 ヤツナミ  カツミ

高 野 瀬 池邉　省 イケベ　セイキ 雪　 野 池邉　充則 イケベ　ミツノリ 下 長 田 中村　　功 ナカムラ  イサオ

遊 蛇 口 森田　精一 モリタ　セイイチ 小　 木 冨田　勝博 トミタ　カツヒロ 大　 塚 佐藤　紘一 サトウ  コウイチ

稗　 方 柴田　　寛 シバタ　ヒロシ 鳳　 来 坂口　優一 サカグチ　ユウイチ 東　 原 久冨　 明 ヒサドミ  ヒデアキ

堀　 切 宮本　　定 ミヤモト　サダム 穴　 川 緒方　清治 オガタ　セイジ 上 出 田 米村　達雄 ヨネムラ  タツオ

神　 鶴 久保　秀行 クボ　ヒデユキ 西 迫 間 山　寶臣 ニシヤマ  ホウシン 下 出 田 後藤　 臣 ゴトウ  コウシン

菊池松島 松野　一誠 マツノ　イッセイ 七　 坪 角田　　稔 カクダ  ミノル 植 古 閑 鶴田　廣美 ツルタ  ヒロミ

日　 向 二階堂英夫 ニカイドウ　ヒデオ 市 野 瀬 岩永　誠徳 イワナガ  セイトク 広　 瀬 橋本　奉公 ハシモト  トモタカ

柿 木 平 池田　良男 イケダ　ヨシオ 中 野 瀬 岡本　雄治 オカモト  ユウジ 木 柑 子 古閑　將昭 コガ  マサアキ

中　 原 原川　和德 ハラカワ　カズノリ 東 迫 間 迫　　弘行 ハザマ  ヒロユキ 花 房 台 中野　照明 ナカノ  テルアキ

藤　 田 山下　昭弘 ヤマシタ　アキヒロ 太　 田 小田　一光 オダ  イッコウ 今 外山　 治 トヤマ  ユキハル

上 木 庭 東　　 臣 ヒガシ　コウシン 戸 豊 水 本藤　洋 ホンドウ  ヒロタカ 甲 森 北 東　　征哉 ヒガシ  セイヤ

下 木 庭 山田　晃司 ヤマダ　コウジ 大　 柿 中村　憲一 ナカムラ  ケンイチ 乙 森 北 中尾　 幸 ナカオ  タカユキ

菊池佐野 城　　直之 ジョウ　ナオユキ 菊池平野 櫻木　　章 サクラギ  アキラ 上 古 閑 中川　秀一 ナカガワ  シュウイチ

鍋　 倉 小林興一郎 コバヤシ　コウイチロウ 茂 藤 里 宮村　誠吾 ミヤムラ  セイゴ 上 赤 星 城　　正枝 ジョウ  マサエ

原 細 永 三木　吉豊 ミキ　ヨシトヨ 篠　 倉 東　　健生 ヒガシ  ケンセイ 下 赤 星 稲田　光一 イナダ  コウイチ

●七城区長（38人） ●旭志区長（24人）
区　名 氏　名 ヨミガナ 区　名 氏　名 ヨミガナ 区　名 氏　名 ヨミガナ

山　 崎 緒方　健一 オガタ  ケンイチ 小 川 武藤　正男 ムトウ  マサオ 富 出 分 中村　和房 ナカムラ  カズフサ

上 水 次 小林　正信 コバヤシ  マサノブ 姫 井 水上　善導 ミズカミ  ヨシミチ 富の原中央 中村　正敏 ナカムラ  マサトシ

下 水 次 村上　公則 ムラカミ  キミノリ 九 の 峰 吉良　義幸 キラ  ヨシユキ 富の原台 三好　茂昭 ミヨシ  シゲアキ

岡　 田 加藤　幸明 カトウ  コウメイ 楠 原 水上　　泉 ミズカミ  イズミ 富の原東 清藤　勝冨 キヨフジ  カツトミ

流　 川 足達　美稲 アダチ  ヨシイネ 岩 本 岩根　昭洋 イワネ  アキヒロ 富の原北 立山　則生 タテヤマ ノリオ

辺　 田 古閑　則昭 コガ  ノリアキ 伊  萩 山代　正治 ヤマシロ  マサハル 富の原一 古田　耕正 フルタ ヤスマサ

荒　 牧 前田　壽英 マエダ  トシヒデ 北桜ケ水 上野　義輝 ウエノ  ヨシテル 富の原西 植田　重樹 ウエダ  シゲキ

高　 田 平田　順一 ヒラタ  ジュンイチ 南桜ケ水 松村　　智 マツムラ  サトシ 朝日団地 渡邉　郁夫 ワタナベ  イクオ

台 横枕　信章 ヨコマクラ  ノブアキ 湯 舟 谷田　勇一 タニダ  ユウイチ 竹 の 下 若山　卓夫 ワカヤマ  タクオ

瀬 戸 口 古庄　信吉 フルショウ  ノブヨシ 高 柳 稲葉　公博 イナバ  キミヒロ 久 米 二 長谷川敏光 ハセガワ　トシミツ

甲 佐 町 木下　儀郎 キノシタ  ヨシロウ 平 中野　英治 ナカノ  エイジ 久 米 一 小川　和臣 オガワ  カズオミ

新 古 閑 佐々孝一郎 サッサ  コウイチロウ 小 原 前田　　豊 マエダ  ユタカ 高江出分 髙木　清典 タカキ  キヨノリ

清　 水 楳田　　實 ウメダ  ミノル 津 留 平山　秀文 ヒラヤマ  ヒデフミ 高　 江 木下　修輔 キノシタ  シュウスケ

宮　 園 渡辺　良雄 ワタナベ  ヨシオ 妻 越 高宗　和敏 タカムネ  カズトシ 上 高 江 青木　征輔 アオキ  セイスケ

菰　 入 松田　道明 マツダ  ミチアキ 大 迫 田崎　　堅 タサキ  カタシ 薬　 師 古荘　重 フルショウ  シゲノリ

戸 田 島 渡辺　義光 ワタナベ  ヨシミツ 高 永 永田　輝夫 ナガタ  テルオ 福 本 二 髙木　光國 タカキ  ミツクニ

七城田中 野田  政弘 ノダ  マサヒロ 伊 坂 田中　輝男 タナカ  テルオ 福 本 一 中山　茂二 ナカヤマ  シゲツグ

本　 村 田代貴久稔 タシロ　キクノリ 片 川 瀬 芹川　和昭 セリカワ  カズアキ 田 吹 平井　新次 ヒライ  シンジ

加　 恵 早田　雅信 ハヤタ  マサノブ 尾 足 松永　　逞 マツナガ  タクマ 三 万 田 井手　公成 イデ  キミナリ

五　 海 坂本　正弘 サカモト  マサヒロ 川 上 青木　和徳 アオキ  カズノリ 田 島 一 古市誠一郎 フルイチ　セイイチロウ

西　 郷 増永　一誠 マスナガ  イッセイ 川  下 坂本　　誠 サカモト  マコト 田 島 二 春田　精一 ハルタ  セイイチ

羽 根 木 赤星　幸成 アカホシ  コウセイ 出 分 三池　勝昭 ミイケ  カツアキ 猪 の 目 村上　常博 ムラカミ  ツネヒロ

蟹　 穴 牛島九州男 ウシジマ　クスオ 川 辺 南 高田　一浩 タカダ  カズヒロ 岡 松岡　隆文 マツオカ  タカフミ

間　 所 西口　功六 ニシグチ  コウロク あさひが丘 荒川　英信 アラカワ  ヒデノブ 泗水平野 堀　　義晴 ホリ  ヨシハル

岩　 瀬 福島　聖二 フクシマ  セイジ 井 戸 方 岩下　洋之 イワシタ  ヒロユキ

前　 川 川上　公夫 カワカミ  キミオ ●泗水区長（47人） 糠　 泉 泉田　洋祐 イズミダ  ヨウスケ

板　 井 榊　　篤幸 サカキ  アツユキ 区　名 氏　名 ヨミガナ 泗水佐野 福嶋　敬一 フクシマ  ケイイチ

梶　 迫 井 　和俊 イトウ  カズトシ 飛　 熊 原　　德光 ハラ  トクミツ 桜 山 一 石内　勝幸 イシウチ  カツユキ

林　 原 徳重  次博 トクシゲ  ツギヒロ 上 住 吉 新堀　信雄 シンボリ  ノブオ 桜 山 二 井上　和正 イノウエ  カズマサ

元　 村 牧  　和仁 マキ  カズヒト 南 住 吉 平島　泰孝 ヒラシマ  ヤスタカ 桜 山 三 渡辺　正隆 ワタナベ  マサタカ

新　 村 角田　秀信 ツノダ  ヒデノブ 北 住 吉 山本　秀夫 ヤマモト  ヒデオ 桜 山 四 持丸　大作 モチマル  ダイサク

打　 越 怒留湯謹裕 ヌルユ　チカヒロ 富　 納 平田　二十 ヒラタ  ハタチ 桜 山 五 松岡　智團 マツオカ  チダン

内　 島 園田　幸人 ソノダ  ユキト 永 内田　洋仁 ウチダ  ヒロヒト 桜 山 六 杉本　朝喜 スギモト  トモキ

小 野 崎 狩野　良一 カノ  リョウイチ 永　 南 松山　末幸 マツヤマ  スエユキ 桜 山 七 佐美三信雄 サミソウ　ノブオ

七城松島 松本　 幸 マツモト  タカユキ 永 出 分 宮本　正晴 ミヤモト  マサハル 桜 山 八 中本　精通 ナカモト  ヨシミチ

上 橋 田 堀本　廣幸 ホリモト  ヒロユキ 村　 吉 佐々木輝男 ササキ　テルオ 桜 山 九 佐藤　辰男 サトウ  タツオ

下 橋 田 鎗水　廣孝 ヤリミズ  ヒロタカ 富 続　憲二郎 ツヅキ  ノリジロウ

大　 尺 西村  眞剛 ニシムラ　シンゴウ 泗水田中 増田　和典 マスダ  トモノリ

○監

○理

○理○理

○理

○理

○理

○理

○書
○理

○理

○理

○理

○理

○理

○理

○監

左から岩根副会長（旭）、青木副会長（泗）、松本
会長（七）、井上副会長（菊）
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地球に優しいエネルギーです

インターネットで映画も見れる

歴史公園鞠智城に足を運んでみませんか？

菊池市の未来を描く設計図

10月１日（金）日本の人口大調査

使った電気がよく見える

みんなの声を市政に届けよう

市内全域を目標に光ブロードバンドを整備します

国営公園化に向けた取組みをしています

総合計画後期基本計画を作ります

平成22年国政調査が実施されます

家庭用の省エネパネルを貸し出します

パブリック・コメントを実施しています

●市民参加のまちづくりを実現するため、市民が市政に参画することや、市民活動の育成・支援、情報公開を推進します。
●市民が等しく暮らせる都市基盤を整備するため、交流拠点の整備や情報・通信体系を整備します。
●生活環境を整備して、いつも安心して暮らせるまちをつくります。

　菊池市が行うさまざまな事業を行う前に、施政方針を示します。これ
は、市の財政や経済状況などを考慮して、菊池市が進むべき方向性を分
かりやすくしたものです。
　本市では、この方針に基づいて実施する事業を決定し、必要な当初予
算を編成します。
　市民の皆さんにも施政方針に基づいた事業を知っていただくために、
施政方針の中に盛り込まれている各課の事業の中から取り上げて、ご紹
介していきます。

第１弾　企画振興課

問い合わせ先
企画振興課　☎（25）7250

今 年 の し ご と
シリーズ

住宅用太陽光発電システムに補助をしています

　鞠智城は約1,300年前に、唐・新羅の連合軍に大敗した大和
朝廷（政権）が日本列島への侵攻に備え西日本各地に築いた城
の一つで、九州を統治していた大宰府やそれを守るための大
野城・基

き い
肄城に武器・食糧を補給する支援基地でした。

　歴史ある鞠智城を全国に誇れる史跡として、市民の皆さん
はもとより全国にその存在をアピールし、国営公園となるため
の取り組みをしています。これをきっかけに、地産地消の取り
組みと観光資源が、新たに生まれることを期待しています。

　６月から旭志・七城南地区でも、工事の終わったエリアから順
次、光ブロードバンドサービスが利用できるようになります。
　平成21年度から、通信事業者に菊池市が負担金を出し、民
設民営による光ブロードバンドサービスを利用できるように取
り組んでいます。
　これはＮＴＴ西日本のサービスで「フレッツ光ネクスト」とい
う、熊本県内では、今、熊本市と菊池市だけが利用できる一番
新しいサービスです。
　光ブロードバンドサービスの特徴は動画や音楽のダウン

　市がいろいろな仕事を進めていくには、地域の人や企業・団
体そして行政がお互いに手を取り合い、知恵と力を出し合いな
がらまちづくりを進めていく「協働・参画のまちづくり」が重要で
す。
　市民の皆さんが主体的にまちづくりに参加し意見を述べる
機会を確保するパブリック・コメントの制度は、本市の基本的な
政策などの策定に当たり、その趣旨や目的、内容などの必要な
事柄を広く市民の皆さんにお知らせし、それに対して皆さんか

　家庭用の省エネパネルを設置して日常生活での省エネル
ギーを推進しています。
　目標値の設定を行うと、家庭で消費電力を確認できるように
なり、電気の量を意識することで「省エネルギー」推進につなが
ります。　
　平成20年度から４年間で、市内全小学校に通う児童の家庭
を対象に、家庭用の省エネパネル(60基を予定)を貸し出しま
す。
平成22年度依頼予定　花房小学校、戸崎小学校、七城小学
校、泗水東小学校、泗水西小学校、旭志小学校

　菊池市では平成12年度から、住宅用太陽光発電システムを
設置する市民の皆さんへ補助金を交付しています。
　地球温暖化など世界規模で環境問題が叫ばれています。石
油などの化石燃料に替わる「新エネルギー」の利活用が重要だ
と考えられています。
　これまでに約500件以上の一戸建住宅（店舗併用も含む）に、
住宅用太陽光発電システムが設置されました。
　平成22年度も市民の皆さんへ補助金を交付します。

　市が行う全ての仕事は、菊池市総合計画に従って進められ
ていきます。この計画は基本構想に基づいて平成17年度から
平成21年度までの前期基本計画と平成22年度から平成26
年度までの後期基本計画に分けて作られます。
　新しい菊池市に対する市民の思いである「豊かな水と緑、光
あふれる田園文化のまち」の理念を踏まえ、菊池市が目標とす
る将来像を実現するために、『水と緑に育まれた「心のふるさと

　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人と世帯が対象とな
る大規模な統計調査です。これにより最新の人口・世帯の実態
を明らかにし、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私た
ちの暮らしのために役立てられます。　

　今年は、奈良県で開催
される平城遷都1300
年祭イベントに参加しま
す。全国から訪れてい
る観光客に菊池市の歴
史、自然、産物でアピー
ルし、観光客の誘客や
産物の消費拡大につなげていきます。

ロードなど情報量の多いものでも短時間で通信ができます。
また、ひかり電話を利用すると電話代の節約も可能です。さら
に、今まで通信速度が最大100Ｍbpsだった光ブロードバンド
が５月20日（木）から、新しく最大200Ｍbpsも利用できるよう
になりました。
　しかし、一部の地域において、光ブロードバンドサービスの
利用ができませんので、今後も市内全域で利用可能となるよ
う推進します。

らの意見情報をいただくとともに、さらに市民の皆さんからい
ただいた意見に対する本市の考え方などを公表する一連の手
続きで、本市としても市民の皆さんへの説明責任を果たすた
めの大切な制度です。
　本市では「菊池市市民パブリック・コメント手続要綱」を定め、
パブリック・コメントの実施予告や意見の提出方法について、
広報きくちやホームページを通してお知らせしています。

づくり」』『水と緑を活かした「活き活きふるさと」づくり』『水と
緑に包まれた「爽快ふるさと」づくり』の３つのまちづくり目標を
設定しています。
　前期・後期の基本計画ではこの目標を、より具体的な施策に
分けて内容を整理しています。
　各年度の事業はこの内容にのっとって進められていきます。

　国勢調査については、平成22年国勢調査
広報サイト「国勢調査e-ガイド」をご覧ください。
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/
index.htm

鞠智城イメージキャラクター
「ころう君」
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菊池市内の団体・個人が
樹木を寄付

節子さんの絵画が
寄贈されました

通信指令システムが
本格稼動します

第５回菊池市
小学生ソフトボール大会

４/７
（水）

４/30
（金）

４/24
（土）

ご寄付いただいた桜の木福村市長（中央）と劇団員

菊池川に鮎を放流する関係者

七城のくれよんクラブによる読み聞かせ

贈られた絵画「絆」が披露されました落成式後、さっそく通信指令システムを体験する福村市長

開会式、試合前の選手たち受賞の報告に訪れた泗水図書館の福吉館長（中央）

　菊池公園に次の人々から桜の木の寄付がありまし
た。今後とも訪れる人が気持ちよく利用できるよう公
園整備に努めます。ご寄付、ありがとうございました。
寄付をいただいた団体・人（敬称略）
退職校長会桜会　　　　　　　　　　　　　   ２本
村上太士さん、村上五月さん（○菊　立町）　　 ４本
髙木壽惠さん（○菊　上町）　　　　　　　　　 １本
工藤信秋さん（○菊　東正観寺）　　　　　　　 １本
高山正幸さん（○菊　上町）　　　　　　　　　 １本

　菊池川漁業協同組合（緒方 奨組合長）による鮎
の放流が行われました。この鮎の放流は、菊池川お
よび迫間川の本・支流における魚種保護のための増
殖事業として、菊池川漁業協同組合により毎年行わ
れているものです。今回は、鮎656.9kg（142,815
尾）を菊池川および迫間川に放流しました。
　この鮎は、今後上流へと遡上し、夏になると餌場
の確保のため一定の縄張りをつくり成魚へと成長し
ていきます。

　20世紀を代表するフランスの画家バルテュスの
妻、節子・クロソフスカ・ド・ローラさん（旧姓出
田節子）から菊池市へ自筆の絵画が寄贈されました。
菊池夢美術館で行われた寄贈式では、節子さんと交
流のあるロシニエール会（杉田貞治会長）から福村
市長へ絵画が手渡されました。
　贈られた絵画は「絆」と名付けられ、以前贈られ
たバルテュスの自画像や愛用のパレットなどととも
に同美術館に展示されます。

　菊池地域を統括する菊池広域連合消防本部で指令
センターの落成式があり、関係者60人が出席しま
した。
　指令センターには、最新の通信指令システムが導
入されます。このシステムでは、119番の電話と同
時に通報者の位置が地図上に表示され、各消防署に
自動音声を流して出動準備を促します。また、緊急
車両のカーナビにも転送されるなど、整備前に比べ
現場到着を分単位で短縮できるようになりました。

　菊池市小学生ソフトボール大会が、熊本ヤクル
ト（株）並びに大塚製薬（株）の協力のもと、菊池
市多目的広場・七城総合グラウンドを会場に、男子
12チーム・女子７チームが参加し、熱戦を繰り広
げました。上位の結果は次のとおりです。
男子Ａパートの部　優　勝　花房アスレチックス
男子Ｂパートの部　優　勝　あさひが丘
女子パートの部　　優　勝　花房エンジェルス

　泗水図書館が、平成22年度子どもの読書活動優
秀実践図書館の文部科学大臣賞に選ばれ表彰を受け
ました。同館は平成19年度から指定管理者「NPO
法人本と人とのネット・泗水」で運営され、地元の
読み聞かせボランティアと協力した月２回のおはな
し会、手袋人形作りなどをするお楽しみ会、夏休み
の創作絵本教室、市内小学校への本の読み聞かせ、
ブックスタートなど館外の活動も展開しており、多
彩な活動が評価されました。

菊池川に
鮎の放流

４/20
（火）

泗水図書館が
子どもの読書活動優秀実践図書館文部科学大臣賞を受賞

　４月29日（祝）には、泗水図書館で「子ども読書フェ
スティバル」が開かれました。これは、４月23日（金）
～５月12日（水）の子どもの読書週間に合わせて行っ
ているもので、企画図書や小道具、ダンボールアー
ト作品の展示、リサイクル図書の配布、ミニコンサー
トやおはなし会がありました。
　当日は、福吉館長から「平成22年度子どもの読書
活動実践図書館」として、文部科学大臣賞を受賞した
報告もあり、参加者と共に喜びを分かち合いました。

劇団に ぁ゙あが
観光大使に再任

４/12
（月）

　観光大使の任命式が市役所で行われ、劇団に ぁ゙
あが観光大使に再任されました。式では、福村市長
から任命証が授与されると、主宰の平　直樹さんが
「姉妹都市や友好都市での公演を実現したい」と抱
負を語られました。
　劇団は菊池市商工会青年部有志９人で構成され、
2008年秋から観光大使を務めています。イベント
のほかテレビやラジオにも出演し、菊池をＰＲして
います。観光大使の任期は、2012年３月末までです。

４/23
 （金）
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納付状況別年金受給比較（例）

40年間全額免除
264,000円

25年間納付・15年間未納
495,000円

40年間納付（満額）
792,100円

熊本県硬式空手道大会が
開催されました

隈田弘紀さんが
「旭日小綬章」を受章

５/８
（土）

４/25
（日）

４/29
（祝）

受賞おめでとうございます 菊池塾の塾生たち

たくさんの人が訪れ、賑わいをみせる会場（右上）
飛び交うホタル（左上）
並べられたたくさんの竹灯篭が、優しく夜道を照らしていまし
た（右下）
祭の前には、お客さんに気持ちよく会場に来てほしいと、関係
者全員で会場の清掃が行われました（左下）

平成 21年度年金作品コンクール受賞作品

　2010 きくちホタルフェスタ in 七城が七城町の
前川公園とその周辺でありました。
　公園内では、七城温泉ドーム・メロンドーム、商
工会加盟店の夜店があり、七城産米 100％の米粉
を使用したうどんなどが出店され、列ができる程の
大盛況ぶりでした。
　また、会場とその周辺には、道案内も兼ねて小・
中学生がそれぞれデザインしたユニークで個性ある
竹灯篭約 500個が設置され、より幻想的な空間を
演出し、訪れた多くの人の目を楽しませました。
　晴天にも恵まれ、ホタルも例年より多く飛んでい
ました。

「2010きくちホタルフェスタ in旭志」
中止のお知らせ
　６月５日（土）に開催する予定でした「2010き
くちホタルフェスタ in 旭志」は、口蹄疫ウイルス
感染防止のため、中止します。また、ホタルの観賞
についても自粛をお願いします。
　皆さんのご理解をお願いします。

　国民年金の保険料は納めましたか？
　年金は、自分自身のことだけでなく、世代間の助
け合いが基本となっています。未納のままでいると
「老後」の年金はもちろんのこと、「もしも」のとき
に障害基礎年金が受けられない場合があります。こ
のような事がないように、保険料は必ず納めましょ
う。
　日本国内に住んでいるすべての人は、国民年金
の保険料を20歳から60歳になるまでの40年間、
納めることになっています。
　老齢基礎年金は「25年以上」保険料を納める（免
除などを含む）と受け取ることができます。
　右の表のように納付月数が違うと65歳から受け
取る年金額も違ってきます。

※平成22年度の
年金額で計算。

　熊硬連の新人戦が熊本市で開催され、真空拳菊池
塾の塾生が参加しました。次回は６月に開催される
熊本県硬式空手道選手権大会を目指してがんばりま
す。上位の結果は次のとおりです（敬称略）。
中学の部　　　優　勝　植島由衣（泗水中）
小学５年の部　準優勝　倉原瑞生（戸崎小）
小学４年の部　準優勝　山下海成（泗水東小）
小学３年の部　優　勝　古園琉偉（泗水小）
　　　　　　　準優勝　今村歩夢（泗水小）

　隈田弘紀さん（○菊　立町）は、６期 24年の永き
に亘って旧菊池市議会議員として市政の発展と福祉
の向上に多大な貢献をされ、平成７年７月から平成
９年３月まで議長として円滑な議会運営にご尽力さ
れました。
　また、熊本県醤油工業協同組合監事や菊池観光協
会副会長、菊池市商工会理事も歴任しておられます。
　今回の叙勲は、
市議会議員とし
ての地方自治功
労が認められた
ことによるもの
です。

国民年金情報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎（25）7211、各総合支所市民係

25年間納付・15年間全額免除
594,000円

　免除を受けた期間や若年者納付猶予、学生納付特例を受けた期間は、
10年前までさかのぼって納めること（追納）ができます。これらの
期間は、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なく
なるため、年金額を満額に近づけるためにも生活に余裕ができたとき
は納めるようにしましょう。
　なお、免除や若年者納付猶予、学生納付特例を受けた年度から起算
して３年度目以降に保険料を追納する場合には、承認を受けた当時の
保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。平成22年度
に追納する場合の金額は次のとおりです。
※ 追納は保険料の免除を受けた期間の古い月から納めることになって
います。ただし、免除期間と学生納付特例、若年者納付猶予期間の
両方がある場合は、どちらを先に納めるか選択することができます。
　　　　　　　　

国民年金保険料を納めましょう

保険料の追納をしませんか？

承認を受け
た月の年度

追納額（１カ月分）
全額免除 半額免除

平成12年度 15,770円 ―

平成13年度 15,180円 ―

平成14年度 14,590円 7,300円

平成15年度 14,360円 7,180円

平成16年度 14,180円 7,090円

承認を受けた
月の年度

追納額（１カ月分）
全額免除 半額免除 ４分の１免除 ４分の３免除

平成17年度 14,220円 7,110円 ― ―

平成18年度 14,260円 7,130円 3,560円 10,690円

平成19年度 14,300円 7,150円 3,570円 10,720円

平成20年度 14,410円 7,200円 3,600円 10,810円

平成21年度 14,660円 7,330円 3,660円 10,990円

2010きくちホタルフェスタin七城
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唾
液
が
出
る

　

唾
液
が
出
る
と
次
の
よ
う
な
酵
素

が
働
き
ま
す
。ま
た
、
唾
液
は
食
べ
か

す
を
洗
い
流
す
だ
け
で
な
く
、む
し
歯

菌
が
作
り
出
す
酸
を
中
和
し
た
り
、溶

け
た
歯
の
表
面
を
修
復
す
る
働
き
に

よ
り
む
し
歯
を
防
ぎ
ま
す
。

ム
チ
ン　

消
化
吸
収
を
助
け
、
食
べ

物
を
粘
り
気
の
あ
る
塊
に
し
て
飲
み

込
み
や
す
く
し
ま
す
。

ア
ミ
ラ
ー
ゼ　

で
ん
ぷ
ん
を
分
解
し

消
化
吸
収
を
助
け
ま
す
。

ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ

　

ガ
ン
を
予
防
し
ま
す
。

リ
ゾ
チ
ー
ム

　

殺
菌
作
用
が
あ
り
ま
す
。

パ
ロ
チ
ン

　

骨
や
筋
肉
を
丈
夫
に
し
ま
す
。

ガ
ス
チ
ン　

亜
鉛
と
結
合
し
て
味
を

感
じ
る
細
胞
の
新
陳
代
謝
を
高
め
、

味
覚
の
は
た
ら
き
を
敏
感
に
し
ま
す
。

歯
並
び
を
綺
麗
に
す
る

　

顎
へ
の
刺
激
で
顎
が
発
達
し
歯
並

び
が
綺
麗
に
な
り
ま
す
。

脳
の
発
達
に
役
立
つ

　

顎
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
脳
の

血
液
の
循
環
を
促
し
、
脳
の
発
達
や

脳
の
老
化
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

肥
満
予
防
に
な
る

　

脳
の
満
腹
中
枢
が
早
期
に
満
腹
感

の
信
号
を
受
け
取
り
、
食
べ
す
ぎ
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
食

生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
を
養
成
す
る
た
め
の
「
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

左
表
の
と
お
り

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※
都
合
に
よ
り
、
日
程
は
変
更
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

菊
池
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

健
康
や
食
生
活
に
興
味
の
あ
る
19
歳

以
上
70
歳
未
満
の
女
性

定　
員　

30
人

※ 

締
め
切
り
前
で
も
定
員
に
な
り
次

第
、
受
け
付
け
を
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人

は
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

内　
容　

講
義
・
実
技
・
調
理
実
習

（
試
食
）

申
込
締
切　
６
月
25
日
（
金
）

申
込
先　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

顔
の
表
情
を
豊
か
に
す
る

　

顔
の
皮
膚
の
下
に
あ
る
表
情
筋
の

動
き
が
活
発
に
な
り
、
豊
か
な
顔
の

表
情
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

情
緒
を
安
定
さ
せ
る

　

副
交
感
神
経
の
機
能
が
活
発
に
な

り
、
体
の
緊
張
を
和
ら
げ
情
緒
を
安

定
さ
せ
ま
す
。

美
肌
・
若
返
り
効
果
が
あ
る

　

Ｅ
Ｇ
Ｆ
（
上
皮
成
長
因
子
）
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
促
進
さ
れ
る
た
め
美

肌
・
若
返
り
効
果
が
あ
り
ま
す
。

め
に
30
回
は
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

※ 

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
し
っ
か
り
噛
ん
で

食
べ
る
こ
と
は
、
顎
の
発
達
に
役
立

ち
歯
並
び
を
良
く
す
る
事
に
繋
が
り

ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
、
食
事
の
際
に
「
早

く
食
べ
な
さ
い
！
」
な
ど
と
精
神
的

圧
迫
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
硬
い
も
の
や
食
物
繊

維
の
多
い
も
の
は
噛
み
ご
た
え
が
あ

り
、
自
然
と
噛
む
回
数
が
増
え
ま

す
。
ま
た
野
菜
を
大
き
め
に
切
っ
た

り
、
柔
ら
か
い
食
べ
物
に
は
噛
み
ご

た
え
の
あ
る
食
材
を
混
ぜ
た
り
す
る

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

し
っ
か
り
噛
む
た
め
に
は
丈
夫
な

歯
が
必
要
で
す
。健
康
な
人
の
噛
む
力

を
１
０
０
と
す
る
と
、奥
歯（
第
一
大

臼
歯
）が
無
く
な
る
と
平
均
50
〜
60
程

度
に
ま
で
噛
む
力
は
低
下
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
歯
み
が
き
や
噛
む
習

慣
を
つ
け
、
定
期
的
に
歯
科
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
む
し
歯
は
骨
や
爪

と
違
い
再
生
は
し
ま
せ
ん
。
手
遅
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
む
し
歯
が
見
つ

か
っ
た
ら
早
期
に
治
療
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

左
表
か
ら
、
昔
は
食
事
に
集
中
し

て
し
っ
か
り
噛
ん
で
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
現
在
は
、
卑
弥
呼
の
時

代
の
６
分
の
１
の
回
数
し
か
噛
ん
で

い
ま
せ
ん
。

　

東
京
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
実
験
に

よ
る
と
唾
液
の
効
果
は
約
30
秒
で
最

大
に
な
る
の
で
、一
口
で
30
回
噛
む

と
よ
い
と
い
う
結
果
だ
っ
た
そ
う
で

す
。噛
む
こ
と
の
効
用
を
引
き
出
す
た

よ
く
噛
む
こ
と
の
効
用

噛
む
回
数
を
増
や
す
た
め
に

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う

時代 一回の食事で
噛んだ回数

１回の
食事時間

卑弥呼
（弥生時代） 3,990回 51分

源頼朝
（鎌倉時代） 2,654回 29分

徳川家康
（江戸初期） 1,465回 22分

徳川家定
（江戸13代） 1,021回 15分

現在 620回 20分
（給食）

健康だよ
り歯を強くする簡単おやつレシピ

噛
む
回
数
と

食
事
時
間
の
昔
と
今

問い合わせ先
健康推進課健康推進係
☎（25）7219

６月４日（金）から６月10日（木）までの一週間は、歯の
衛生週間です。今年度は「広げよう『噛む』から始ま
る健康づくり」をテーマに各地で各種イベントが行
われます。
噛むことは食べ物の栄養を体にとり入れるというこ
とだけではなく健康と密接な関係があります。
この機会に「噛む」ことについて考えてみましょう。

作り方
①残りご飯を電子レンジで温め、温かいうちにピ
　ザ用チーズと混ぜ合わる。
②①にちりめんじゃこを混ぜ合わせ、12等分する。
③②をラップに包み、丸く押し広げる。
④ ③の片面に青のりをかけ、テフロン加工のフラ
イパンで少しきつね色になる位に両面を焼く。
（普通のフライパンであれば、少量の油をひい
て焼く）
※ ちりめんじゃこの代わりに、“いりごま”や
   “桜えび”を入れてもよい。
※しっかりかめる年齢になって食べさせてください。

作り方
①バターは室温に戻す。②Aをフライパンで軽く煎る。
③Bは合わせてふるっておく。
④ ボールに①を入れ、白っぽくなるまで混ぜ、砂糖を２～
３回に分けて入れる。
⑤ 溶き卵を２～３回に分けて入れ、よく混ざったら②を加え
る。
⑥ ③を加えてしっかり混ぜ、直径約５㎝の棒状にまとめて
ラップをし、冷蔵庫で冷やす。
⑦ 充分に冷えたら５mmの厚さに切り、天板に並べ、180
度のオーブンで20分焼く。

材　料
（幼児４人分・１人３枚）
残りごはん    　 200ｇ
ピザ用チーズ    　40ｇ
ちりめんじゃこ     ８ｇ
青のり　　　     　２ｇ

残りごはんのチーズせんべい ごまじゃこクッキー

096（385）3300（24時間）

モシモシ
６月の 健康情報

月：陥入爪（爪がくい込む病気）
火：男性の更年期障害
水：輝こう、更年期！
木：糖尿病と歯周病
金：赤ちゃんのよだれ
土/日：Ｃ型肝炎について

献血にご協力をお願いします
と　き　６月８日（火）
　午前９時 30分～午前 11時 30分　
   午後 12時 30分～午後４時
ところ　泗水総合支所　　
内　容　400ml 献血
持参物　運転免許証などの身分証明証、
また献血カードを持っている人は一緒に
持参してください。

江
上　
　

翠　

（　
　

伊
萩
）

清
田　

実
那　
　(　
　

小
原)

三
池　

翔
大　

（　
　

高
永
）

坂
本
萬
輝
人　

（　
　

高
永
）

森　
　

大
翔　

（　
　

津
留
）

森
田　

優
希　

（　
　

新
明
団
地
）

内
海　

翔
太　

（　
　

新
明
団
地
）

松
岡　

信
虎　

（　
　

新
明
団
地
）

井
手　

柚
季　
（ 　

植
古
閑
）

鬼
塚
小
有
妃　
（ 　

亘
）

木
下　

奈
美　
（ 　

北
宮
）

小
林　

大
悟　
（ 　

大
琳
寺
）

芹
川　

柊
斗　
（ 　

亘
）

仁
木　

湧
太　
（ 　

袈
裟
尾
）

廣
川　

遙
香　
（ 　

亘
）

三
川　

翔
夢　
（ 　

亘
）

出
口　

遙
輝　
（ 　

北
宮
）

井
本　

昂
杜 　
（　
　

薬
師
）

右
田　

芽
愛　

(　
　

富
出
分)

望
月　

麻
帆　
（　
　

竹
の
下
）

吉
川　

苺
美　
（　
　

朝
日
団
地
）

　

 

４
月
14
日（
水
）に

旭
志
会
場
で
、４
月

22
日（
木
）に
泗
水
会

場
で
、
４
月
23
日
（
金
）
に
菊
池

会
場
で
、
３
歳
児
健
診
が
あ
り
ま

し
た
。
歯
科
検
診
の
結
果
、
む
し

歯
が
な
か
っ
た
子
ど
も
を
紹
介
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

旭
志
会
場

菊
池
会
場

泗
水
会
場

○菊○菊○菊 ○泗○泗○泗○泗○菊○菊○菊○菊○菊○菊

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

○旭○旭

○旭

○旭

○旭

○旭○旭

と　き 教室内容
７月15日（木） 開講式
８月17日（火） 菊池市の健康状態、調理の基本
９月22日（水） 栄養の基礎知識、食べ物のエネルギー　
10月19日（火） 食事バランスガイド
11月９日（火） 生活習慣病予防Ⅰ　
11月中旬～12月上旬 健康づくりのための運動（実技）
12月８日（水） 生活習慣病予防Ⅱ　
１月24日（月） こころと身体の健康づくり 　　
２月10日（木） お口の健康について　
３月23日（水） 閉講式　

材　料（10人分）
無塩バター　　　　　　　100ｇ
砂糖　　　　　　　　　　　15g
卵　　　　　　　　　　　小1個
ちりめんじゃこ　　　　　　25ｇ
白ごま　　　　　　　小さじ１弱
きな粉　　　　　　　　　　60ｇ
小麦粉　　　　　　　　　220ｇ
ベーキングパウダー　小さじ１弱

 広げよう
　　　から始まる　　づくり　　　　　　から始まる「噛む」 　　づくり健康

○旭

A

B
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新着・お薦め図書

ぶ ん げ い き く ち

と し ょ だ よ り

肥
後
狂
句
桜
会　
４
月
例
会

旭
志
文
芸
俳
句
会　
４
月
詠
草　

七
城
短
歌
会　
４
月
詠
草

泗
水
短
歌
会　
４
月
詠
草

高
齢
者
大
学　
３
月
歌
会

肥
後
狂
句
水
笑
会　
４
月
例
会

万
句
の
里
俳
句
会　
４
月
句
会　

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　
４
月
例
会

ず
つ
な
か　

孫
は
ど
ご
っ
ぺ
走
り
よ
る　

　
　
　
　

                         

田
尻　
浩
風

腹
の
底　
酔
え
ば
思
わ
ず
出
る
本
音

　
　
　
　
　
　
　
　

            

高
木　
房
恵

さ
ば
け
ん　
国
産
品
に
偽
装
し
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

            

髙
倉　
新
米

大
騒
ぎ　
ひ
ら
く
ち
の
出
て
取
り
逃
が
し                                

　

                               
 

辻　
   

弘
喜

陳
列
棚　

う
ま
か
り
そ
う
な
物
ば
か
り　

　
　
　
　
　
　

                  

田
中
レ
イ
子

墓
参
り　
や
が
て
そ
っ
ち
で
会
う
ば
い
た

　
　
　
　
　
　

            　
井
出　
水
光

う
ろ
た
え
て　
ト
イ
レ（
の
）ス
リ
ッ
パ
ひ

ゃ
ぁ
ち
き
た　
　

            

御
手
洗
三
代

遅
刻
し
て　
く
る
と
は
い
つ
も
決
ま
っ
と

る　
　
　
　
　

               

宮
上　
美
由

う
ろ
た
え
て　
客
を
ま
た
せ
て
茶
菓
子
買

い　
　
　
　
　

            　
梶
原　
乗
仏

い
い
気
分　
裸
踊
り
は
寒
か
ろ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

山
隈　
好
茶

今
年
ま
た
卵
一
つ
の
野
鳩
の
巣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
田　
昭
子

夕
映
え
に
色
極
め
を
り
若
楓
宮
本　
雅
子

満
開
の
花
の
虜と
り
こに

人
の
渦　

林　
ま
つ
子

藤
の
香
の
あ
ふ
れ
て
を
り
し
今
朝
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
田　
幸
子

花
の
昼
睡
魔
ひ
そ
ん
で
を
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永　
久
子

放
た
れ
し
仔
牛
の
背せ

な中
や
小
糠
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷　
ミ
ネ

ほ
の
ぼ
の
と
里
山
目
覚
む
る
山
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芹
川　
蓉
子

蒲
公
英
の
家う
か
ら族

の
如
く
群
れ
て
咲
き

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
尾
ヨ
シ
コ

遠
峯
に
白
く
光
り
て
雪
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東   　
芳
子

岩
走
る
渓た

に流
の
飛
沫
や
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芹
川
の
り
子

夫
逝
き
ぬ
春
の
か
す
み
の
穏
や
か
に
旅
発

つ
先
も
花
の
野
で
あ
れ　

 　
中
津　
ツ
ユ

腰
痛
も
生
き
る
証
と
肯
ひ
て
今
年
も
会
は

む
城
山
の
櫻は
な　
　

            

岩
木
タ
エ
子

花
咲
く
も
さ
む
風
吹
く
も
拘
わ
ら
ず
夫
と

わ
た
く
し
わ
が
道
を
行
く　

山
城　
雅
子

半
世
紀
ぶ
り
に
逢
ひ
た
る
友
の
ゐ
て
最
後

の
同
級
会
の
別
れ
が
た
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
弘
子

テ
レ
ビ
に
て「
百
歳
万
歳
」映
さ
れ
ぬ
面
映

ゆ
き
か
な
わ
れ
の
生
き
様   

氏
岡　
百
枝

ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
の
鳴
き
声
未
熟
の
鶯
が
我

ら
迎
う
る
吟
行
の
宿　
　
　

木
下　
陽
子

見
舞
う
と
て
訪
う
友
リ
ハ
ビ
リ
最
中
な
り

部
屋
の
陰
よ
り
励
む
を
見
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
田
紗
陽
子

ぼ
け・
木
蓮
つ
づ
き
て
今
を
桜
咲
く
春
爛

漫
の
庭
に
吾
あ
り　
　
　
　

岩
津　
凉
子

を
ち
こ
ち
と
車
窓
に
見
て
は
振
り
返
り
揺

れ
い
る
藤
に
妻
は
指
さ
す　

村
上　
幾
雄

庭
芝
生
に
雀
が
一
羽
舞
い
き
た
り
何
を
啄

む
首
を
振
り
つ
つ　
　
　
　

松
岡
み
ち
え

「
ユ
キ
、ユ
キ
」と
櫻
吹
雪
を
追
い
し
孫
今

日
合
格
の
知
ら
せ
届
き
ぬ    

高
藤
タ
ツ
ノ

菜
の
花
や
黄
色
に
染
ま
る
堤
防
は
道
行
く

人
を
蝶
の
如
す　
　
　
　
　

矢
野　
悦
子

風
に
乗
る
真
鯉
示
せ
ば
孫
仰
ぎ
抱
か
れ
し

身
を
揺
ら
し
声
あ
ぐ　
　
　

吉
安　
永
子

吹
き
出
ず
る
青
葉
朱
葉
に
誘
は
れ
て
今
朝

は
鎮
守
の
森
ま
で
廻
る　
　

大
島　
き
と

機
上
よ
り
白
銀
の
富
士
望
み
た
り
女
孫
の

婚
に
向
か
う
如
月　
　
　
　

平
嶋
き
く
え

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎（38）6866
中央公民館図書室　☎（25）1672
七城公民館図書室　☎（25）1580
旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

泗水図書館
不等辺三角形　　　　         　      　内田康夫　著
天国旅行　　　　　　　　　　      三浦しをん　著
モンスター　　　　　　　　　　      百田尚樹　著
おたふく　　　　　　　　　　　      山本一力　著
ギネス世界記録2010　　クレイグ・グレンディ　編
ビジュアル分解大図鑑　クリス・ウッドフォード　著
ぼくのかわいいおさるちゃん　ウルフ・ニルソン　著
もぐらバス　　　佐藤雅彦　原案・うちのますみ　絵
中央公民館図書室
もっと知りたいルノワール　　　          島田紀夫　著
どこに何があるか、すぐわかる収納術 　飯田久恵　著
再会　　　　　　　　　　　　　　　　 重松　清　著
時計坂の家　　　　　　　　　　　　 　高楼方子　著
ちか１００かいだてのいえ　　　　　 　岩井俊雄　著
七城公民館図書室
ガラスの巨塔　　　　　　　　　　　　 今井　彰　著
ブラックチェンバー　　　　　　　　　 大沢在昌　著
旭志公民館図書室
倒壊する巨塔（上・下）　 　ローレンス・ライト　著
モイモイのポッケ　　　　　　　    　　　H＠L・さく

耳より情報
菊池市中央公民館図書室の紹介
　こんにちは！中央公民館図書室です。昨年10月に第３庁舎１
階に移転し、以前よりも利用しやすくなりました。これからも、
皆さんに愛される図書室を目指して頑張っていきます。
　第２・４土曜日には、ボランティアグループの「きくちおはな
しの森」によるおはなし会が実施されています。絵本の読み聞か
せやパネルシアター、わらべうたなどたくさんの内容です。どな
たでも参加することができますので、ぜひお越しください。

開室日
　月曜日、水曜日、木曜日、金曜日　午前10時～午後６時
　土曜日、日曜日　　　　　　　　　午前10時～午後５時
閉室日　火曜日、第１日曜日・祝日・年末年始

貸出冊数　１人５冊まで
貸出期限　２週間以内
（中央公民館図書室）

これは「国民読書年」のロゴマー
クです。
国が読書に対する国民意識を高
めようと、2010年を「国民読書
年」と定め、いろんな取り組みを
進めています。
この機会に読書をしましょう。

※図書のイベント情報は、32ページの行事予定へ掲載しています。

チリとチリリは２人姉妹。ある日、はらっぱで遊
んでいました。くさむらを抜けると、大きなシロ
ツメクサがあり、そこにハナバチがやってきまし
た。２人がついて行くと…。（打出文庫）（菊池）

スポーツインストラクターで、暗殺者という裏の顔
を持つ青豆。予備校教師で小説家を志す天吾。２
人を調べる財団法人専任理事の「牛河の物語」を加
え、物語は、さらに深い森の中へ。（七城）

赤毛でそばかすだらけの少女カーリーはおしゃべり
が大好き。ある日、転校生がやってきたのをきっか
けに奇想天外な出来事にまきこまれる。ハッピーエ
ンドでも少しゾッとさせられる物語。（旭志）

小説・エッセイなどの著作集。のちに妹によって
発見され、公開を憂慮されたラブレターや遺言状
なども収録。向田邦子の魅力を余すことなく味わ
える別巻２冊を含む全13巻。（泗水）

どいかや　作（アリス館）

村上春樹　著（新潮社）

アレックス・シアラー　著（求龍堂）

向田邦子　著（文芸春秋）

チリとチリリはらっぱのおはなし

１Ｑ84 BOOK３

13ヵ月と13週と13日と満月の夜

向田邦子全集

チリとチリリは２人姉妹。ある日、はらっぱで遊
んでいました。くさむらを抜けると、大きなシロ
ツメクサがあり、そこにハナバチがやってきまし
た。２人がついて行くと…。（打出文庫）（菊池）

司書の皆さん

文芸きくち参加者紹介

楽しく創作活動をしています

名　称　せせらぎ俳句会
活　動
と　き
　毎月第３土曜または第４土曜
　午後１時～
ところ　薬師公民館
紹　介　昭和20年代に合志文芸の中で
活動していたせせらぎ句会が、合志文芸廃刊後、俳句会として活動を続けて
いるものです。高校生から90歳を超える人まで、幅広い年代で俳句を楽し
んでいます。
俳句に興味のある人、入会をお待ちしています。
問い合わせ先　せせらぎ俳句会（藤本）　☎（38）4087

老お
い
ぼ耄

れ
て
春
の
愁
い
の
濃
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山　
数
恵

鴬
の
声
背
に
受
け
て
草
を
取
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部　
静
子

遠
き
日
よ
母
の
自
慢
の
あ
さ
り
寿
司

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
寺
本　
和
子

散
る
花
を
傘
に
と
じ
込
め
帰
宅
せ
り

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

五
丁　
義
昭

春
愁
や
尽
き
ぬ
悩
み
を
持
て
余
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

渡
辺　
大
寿
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八
幡
宮
の
謎

パ
ー
ト
２
シ
リ
ー
ズ
③ 

①
八
幡
宮
と
は

　

八
幡
宮
の
大
本
は
、
大
分
県
の
宇

佐
八
幡
宮
で
あ
る
。
応
神
天
皇
・
神

宮
皇
后
・
三
女
神
等
を
祭
神
と
し
て

い
る
。
八
幡
宮
は
、
法
連
が
神
仏
習

合
の
道
を
開
き
、
仏
教
の
普
及
と
と

も
に
衆
生
済
度
の
思
想
か
ら
「
村
の

鎮
守
の
神
様
」
と
し
て
庶
民
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
、
全
国
一
の
隆
盛

（
７
８
１
社
）
を
見
る
に
い
た
っ

た
。
（
菊
池
川
流
域
で
は
、
41
社
あ

る
）
元
は
八や

は
た幡
と
読
み
秦
氏
の
神

「
万
幡
豊
秋
津
師
媛
」
を
祭
る
神
で

あ
っ
た
。

②
古
代
湖
「
茂
賀
の
浦
」
と
八
幡
神

社
　

古
代
湖
「
茂
賀
の
浦
」
を
調
べ
て

い
る
と
き
に
不
思
議
に
思
っ
た
の

は
、
八
幡
宮
が
み
ん
な
「
茂
賀
の

浦
」
の
湖
岸
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
千
田
聖
母
八
幡
宮

が
Ａ
Ｄ
４
４
６
年
の
創
立
で
菊
池

川
流
域
で
は
一
番
古
い
が
、
Ａ
Ｄ

１
０
０
０
年
以
前
に
創
立
の
八
幡
神

社
は
下
の
図
の
と
お
り
菊
池
川
流
域

で
は
15
社
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「
茂
賀
の
浦
」
の
湖
岸
に
あ
る
。

（
中
川
八
幡
宮
の
み
菊
麓
盆
地
の
中

に
あ
る
が
、
こ
れ
は
平
安
時
代
に
千

田
聖
母
八
幡
宮
よ
り
勘
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
）
古
代
よ
り
「
茂
賀
の

浦
」
の
湖
岸
は
、
人
々
が
住
む
の
に

良
い
条
件
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
八
幡
宮
の
勢
力
が
古

代
よ
り
菊
池
川
流
域
を
支
配
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
４
４
６
年
以
降

菊
池
は
、
八
幡
宮
の
勢
力
下
に
お
か

れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

倭
王
朝
に
忠
誠
を
尽
く
す
豊
前
の

国
造
の
宇
佐
氏
は
、
倭
王
磐
井
と
と

も
に
戦
っ
て
敗
れ
、
国
造
の
地
位
を

剥
奪
さ
れ
た
。
し
か
し
、
宇
佐
八
幡

宮
の
流
れ
は
、
千
田
聖
母
八
幡
宮
を

中
心
に
菊
池
川
流
域
に
脈
々
と
続
い

て
い
る
。

菊
池
の
古
代
史
研
究　
　

中
原　

英

七
城
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
松
村
奈
実

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       

58

「
障
が
い
」

　

私
は「
障
が
い
」と
聞
く
と
ハ
ー
ド

ル
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
多
分
ハ
ー

ド
ル
競
争
か
ら
連
想
し
た
と
思
う
の

で
す
が
、
ハ
ー
ド
ル
が
障
が
い
な

ら
、
「
障
が
い
者
」
と
は
、
ハ
ー
ド

ル
を
持
っ
て
い
る
人
な
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
う
考
え
る
と
持
っ
て
い
る
手

が
ど
ち
ら
か
片
方
で
も
ご
飯
は
気
持

ち
よ
く
食
べ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
片
手
が
痛
く
な
っ
て
し
ま
い
そ

う
で
す
。

　

今
年
の
夏
、
私
は
利
き
手
を
骨
折

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
生
活
は

右
手
中
心
に
動
い
て
い
た
の
で
、
右

手
が
固
定
さ
れ
、
包
帯
を
巻
か
れ
る

と
何
も
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
何
も
出
来
な
い
の

は
最
初
の
数
日
だ
け
で
、
練
習
す
れ

ば
、
左
手
で
お
箸
を
使
え
る
程
に
上

達
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
生
活
の

中
で
考
え
た
の
が
、
「
障
が
い
者
」

と
は
？
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
間
で

は
、
私
み
た
い
に
短
期
間
の
み
ど
こ

か
動
か
す
の
に
困
っ
て
い
る
人
を
ケ

ガ
人
と
呼
び
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
私

と
「
障
が
い
者
」
の
人
た
ち
と
は
ど

こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ち
ら

も
同
じ
人
間
で
、
体
の
一
部
が
上
手

く
機
能
し
て
い
な
い
の
も
同
じ
で
す
。

そ
こ
に
違
い
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
間
で
は
骨
折
と
「
障
が

い
」
は
違
い
ま
す
。
私
は
右
手
を
骨

折
し
た
お
か
げ
で
、
左
手
を
う
ま
く

使
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
話
し
を
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
目
の
不
自
由
な
人
は
、
耳
が

異
常
に
良
い
ら
し
く
、
手
が
不
自
由

な
人
は
口
や
他
の
筋
肉
が
と
て
も
発

達
し
て
い
る
人
が
多
い
の
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
時
点
で
、
障
が
い
を
持
っ

て
い
る
人
は
私
た
ち
よ
り
も
優
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
骨
折
を
し
て
気
付
い
た

こ
と
は
、
何
人
か
の
人
か
ら
「
か
わ

い
そ
う
」
「
大
丈
夫
？
」
と
い
う
声

を
掛
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
心
配
し

て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
の
で
す
が
、

正
直
あ
ま
り
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
ま
に
「
頑
張

れ
」
と
い
う
言
葉
を
嫌
う
人
が
い
ま

す
が
、
私
は
「
頑
張
れ
」
と
言
わ
れ

た
方
が
好
き
で
す
。
こ
の
言
葉
で
元

気
に
な
れ
ま
す
。
し
か
し
、
何
を
頑

張
れ
ば
い
い
の
か
悩
ん
で
い
る
人
に

と
っ
て
は
、
き
つ
い
言
葉
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
同
情
や
哀

れ
む
の
で
は
な
く
、
励
ま
し
て
、
一

緒
に
頑
張
る
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
人
を
見
る
と
、
「
障
が
い
者
」
と

か
「
か
わ
い
そ
う
」
な
ど
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
何
か
違
う
と
思
い
ま

し
た
。
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
の

中
に
も
「
障
が
い
者
」
と
思
っ
て
い

な
い
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
人
の

手
助
け
を
嫌
う
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
皆
、
同
じ
人
で
す
。
人
間
を
仲

間
分
け
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
困
っ
て
い
る
人
、

き
つ
い
思
い
を
し
て
い
る
人
に
ど
の

よ
う
な
気
持
ち
で
接
す
る
か
、
ま

た
、
相
手
が
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い

る
の
か
を
知
る
と
い
う
こ
と
が
と
て

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
回
の
骨
折
で
、
最
初
は

利
き
手
が
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
で

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
周
り
の
人
の

支
え
も
あ
り
前
向
き
に
も
な
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
障

が
い
を
持
っ
て
い
る
人
と
は
、
私
た

ち
よ
り
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越

え
て
き
た
人
の
こ
と
を
言
う
の
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。

文教の里　菊池に育った
「徳冨愛子展」～徳冨蘆花夫人～
期間：５月18日（火）～６月６日（日）
かつて、隈府の町はどの家々からも論
語を学ぶ声が聞こえていました。
菊池21代重朝公の菊池万句で知られ
るように文教豊かな地に生まれ育っ
た徳冨蘆花夫人「愛子さん」にゆかり
の展示です。
絵手紙　「私たちの取り組み」～夢美会教室～
期間：６月８日（火）～６月20日（日）
菊池一族の「よろい展」
期間：６月23日（水）～７月19日（月）
24代の鎧すべてを展示します。中世期にこの菊池を中心とし
て活躍した、私たちのご先祖様の鎧を着付け体験してみませ
んか？
開館時間　午前９時～午後６時

あじさい展
菊池市あじさい愛好会　
後藤公也
期間：５月下旬～６月上旬
花の機嫌をうかがって、５
月下旬から６月上旬の花
一番の時に展示を行いま
す。花の管理、花後の剪定
および技術指導も行いた
いと思います。

念ずれば、花ひらく
麗新書道会　安武美麗
期間：６月22日（火）～７月４日（日）
くも膜下出血のリハビリ（絵と書）の世界。高い精神性
を持った生き方、家族の歩みをご覧いただければ幸い
です。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155

菊池夢美術館情報わいふ一番館だより
問い合わせ先　わいふ一番館　☎（24）6630

①千田聖母八幡宮
②岩原八幡神社
③小原八幡神社
④鍋田八幡神社
⑤八幡八幡神社
⑥吉田八幡神社
⑦高橋八幡神社
⑧津袋八幡神社
⑨辺田八幡神社
⑩中川八幡神社
⑪袈婆尾八幡神社
⑫西寺八幡神社
⑬佐保八幡宮
⑭久米八幡神社
⑮福本八幡神社

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
②

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎（
25
）７
２
５
０

菊
池
遺
産
認
定
証
交
付
式

台う
て
なの
石
塔（
板
碑
１
枚
）

台う
て
なの
椋
の
大
木

「
妙
見
さ
ん
」と
地
蔵
菩
薩

台う
て
なの
石
塔

（
板
碑
１
枚
、地
蔵
菩
薩
２
塔
）

　

菊
池
遺
産
認
定
制
度
の
第
１
回
目

の
認
定
証
交
付
式
が
、
４
月
29
日

（
祝
）
に
行
わ
れ
、
菊
池
遺
産
認
定

審
査
会
の
審
査
を
経
て
、
認
定
と

な
っ
た
29
件
に
対
し
て
福
村
市
長
が
、

認
定
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
菊
池
遺
産
と
し
て
認
定

さ
れ
た
も
の
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

ま
す
。

　

台
の
簡
易
郵
便
局
を
北
方
に
県
道

を
１
０
０
ｍ
あ
ま
り
行
く
と
右
側
に

地
蔵
が
あ
り
、
崖
の
中
段
に
椋
の
大

木
が
あ
り
ま
す
。
台
城
跡
の
法
面
に

茂
っ
て
お
り
、
台
区
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
「
妙
見
さ
ん
」
と
い
う
呼
び
名

で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
菊
池
川
が

物
資
輸
送
の
大
動
脈
だ
っ
た
こ
ろ
、

こ
の
椋
の
大
き
な
幹
が
、
道
の
上
に

弓
の
よ
う
に
茂
っ
て
い
た
た
め
、
舟

を
つ
な
ぐ
の
に
も
っ
て
こ
い
の
場
所

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
神
木
と
し
て
祀
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
根
元
に
は
、
地
蔵
菩
薩
も

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

菊
池
十
八
外
城
の
一
つ
で
あ
る
、

台
城
の
南
側
入
口
か
ら
城
跡
へ
上
が

る
道
と
、
水
島
の
番
所
跡
入
口
か
ら

城
跡
へ
上
が
る
道
が
交
差
す
る
と
こ

ろ
に
、
石
塔
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

凝
灰
岩
の
自
然
石
を
利
用
し
た
こ

の
石
塔
に
は
、
梵
字
（
バ
ー
ン
ク
）

が
刻
み
込
ま
れ
て
お
り
、
南
北
朝
時

代
の
も
の
で
水
島
の
戦
い
で
の
供
養

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
石

塔
の
み
が「
い
し
ぼ
と
け
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

菊
池
十
八
外
城
の
一
つ
で
あ
る
、

台
城
跡
の
入
口
に
石
塔
と
地
蔵
菩

薩
、
放
牛
地
蔵
菩
薩
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。

　

石
塔
は
、
凝
灰
岩
で
造
ら
れ
て

お
り
、
や
や
扁
平
な
板
石
で
、
上

部
に
は
、
薬
研
彫
り
さ
れ
た
梵
字

（
ア
ー
）
が
大
き
く
刻
み
込
ま
れ
て

あ
り
、
南
北
朝
時
代
の
も
の
で
水
島

の
戦
い
で
の
供
養
を
意
味
す
る
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
蔵
菩
薩
と
放
牛
地
蔵
菩

薩
は
、
街
道
筋
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

交
通
安
全
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

菊池遺産認定第ふるさと
H21-1 号 推薦者　台区

菊池遺産認定第ふるさと
H21-2 号 推薦者　台区

菊池遺産認定第ふるさとH21-3 号 
推薦者　台区
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各
市
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
に

お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら

敷
地
内
の
全
面
禁
煙
を
目
指
し
、
段

階
的
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
教

職
員
を
は
じ
め
、
市
内
小
・
中
学

校
、
幼
稚
園
に
出
入
り
す
る
保
護
者

の
皆
さ
ん
、
地
域
の
人
な
ど
、
す
べ

て
の
人
が
禁
煙
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

禁
煙
に
す
る
理
由

・ 

健
康
教
育
推
進
の
視
点
か
ら
喫
煙

防
止
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図

る
。

・ 

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
。

・ 

子
ど
も
た
ち
の
喫
煙
は
非
行
や
薬

物
乱
用
の
入
り
口
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

・ 
大
人
が
喫
煙
し
な
い
と
い
う
望
ま

し
い
モ
デ
ル
を
子
ど
も
た
ち
に
示

す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

・ 

健
康
増
進
法
に
お
い
て
、
施
設
管

理
者
は
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

実
施
時
期

　

校
舎
・
園
舎
内
禁
煙　

４
月
〜　

敷
地
内
禁
煙
試
行

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
４
月
〜

敷
地
内
禁
煙　

平
成
24
年
４
月
〜

問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

☎
（
25
）
７
２
３
１

　

平
成
22
年
度
金
婚
夫
婦
の
表
彰
者

を
把
握
す
る
た
め
に
、
区
長
を
通
し

て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、「
金
婚
夫
婦
該

当
者
の
調
査
」
の
回
覧
へ
の
記
入
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

記
入
漏
れ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
生

き
が
い
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

民
生
課
へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

旭
志
地
区
に
つ
い
て
は
旭
志
総
合

支
所
民
生
課
へ
直
接
連
絡
し
て
い

た
だ
く
よ
う
回
覧
し
て
い
ま
す
。

該
当
者　

昭
和
35
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦

（
結
婚
満
50
年
） 

※ 

平
成
22
年
１
月
１
日
以
降
に
配
偶

者
が
亡
く
な
っ
た
人
も
対
象
で
す
。

期　

限　

６
月
18
日
（
金
）

そ
の
他　

表
彰
式
典
は
、
９
月
11
日

（
土
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
８
月
中
旬
ご
ろ
に

案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
高
齢
福
祉
係

　

☎
（
25
）
７
２
１
５

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

　

昭
和
23
年
、
政
令
に
基
づ
い
て
人

権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
昭

和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
中
に
あ
っ
て
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で

あ
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、思
い
や
る

こ
と
の
大
切
さ
を
一
人
ひ
と
り
の
心

に
訴
え
て
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
相
互
に
共
存
し
得
る
平

和
で
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
菊
池
市
で
は
市
長
か
ら
推

薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

14
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

星
野
彰
子
（
赤
星
）

　

岩
﨑
義
郎
（
木
柑
子
）

　

高
山
和
子
（
豊
間
）

　

岩
﨑
孝
夫
（
西
寺
）

　

冨
田
知
恵
子
（
小
木
）

　

佐
々
龍
一　

（
七
城
町
新
古
閑
）

　

緒
方
宣
治　

（
七
城
町
蘇
崎
）

　

泉　

喜
美
代
（
七
城
町
水
次
）

　

工
藤
鐵
雄　

（
旭
志
麓
）

　

水
上
明
孝　

（
旭
志
弁
利
）

　

松
永
と
し
子
（
旭
志
新
明
）

　

三
浦
京
子　

（
泗
水
町
吉
富
）

　

村
上
常
博　

（
泗
水
町
田
島
）

　

吉
井
紘
正　

（
泗
水
町
永
）

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
啓
発
課

　

☎
（
25
）
７
２
０
９

　

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

消
費
税
・
地
方
消
費
税

　
納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で

す
。
特
に
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
は
消
費
者
か
ら
の
「
預
り
金
的

な
性
格
」
を
有
す
る
税
金
で
す
か

ら
、
期
限
内
に
確
実
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
納
税
資
金
の
準
備
に
当
た
っ
て
は
、

売
り
上
げ
の
中
か
ら
積
み
立
て
る
な

ど
、
日
ご
ろ
か
ら
納
税
資
金
の
準
備

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
期
限
内
に
納
付

が
な
い
場
合
に
は
、
延
滞
税
も
併
せ

て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
事
業
者
の
納
付
は
、
指
定
の

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
振
り
替
え
る
、
振
替
納
税
が
便

利
で
す
。

源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
と
納
付

　

給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人
未

満
の
事
業
所
で
は
、
一
定
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
源
泉
所
得
税

の
納
付
を
年
２
回
で
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
「
源
泉
所
得
税
の
納
期
の

特
例
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

「
納
期
の
特
例
」
を
利
用
す
る
と

１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
支
払
っ
た
給

与
な
ど
の
源
泉
所
得
税
は
７
月
10
日

（
土
）
ま
で
に
、
７
月
か
ら
12
月
ま

で
に
支
払
っ
た
給
与
な
ど
の
源
泉
所

得
税
は
平
成
23
年
１
月
11
日
（
火
）

ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
「
納
期
限
の
特
例
」
制
度

を
追
加
申
請
す
る
こ
と
で
、
７
月
か

ら
12
月
ま
で
に
支
払
っ
た
給
与
な
ど

の
源
泉
所
得
税
を
平
成
23
年
１
月
20

日
（
木
）
ま
で
延
長
し
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
「
納
期
の
特
例
」

を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
１
月
か

ら
６
月
ま
で
に
徴
収
し
た
分
に
つ
い

て
、
忘
れ
ず
に
７
月
12
日
（
月
）
ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
や
源
泉
所
得
税
で
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

※
自
動
音
声
案
内

平
成
21
年
度
情
報
公
開
実
施
状
況

　

菊
池
市
情
報
公
開
条
例
第
32
条
お

よ
び
同
施
行
規
則
第
13
条
に
規
定
す

る
実
施
状
況
（
行
政
文
書
の
開
示
）

の
公
表
。

①
行
政
文
書
開
示
の
請
求
件
数

②
行
政
文
書
開
示
の
決
定
件
数

③
行
政
文
書
不
開
示
の
決
定
件
数

④
不
服
申
立
て
の
件
数

⑤
不
服
申
立
て
の
処
理
状
況

⑥
そ
の
他
運
用
状
況
に
関
す
る
こ
と

市
長
部
局　

①
11
件　

②
11
件　

③
以
下
０
件

教
育
委
員
会
部
局

　

①
３
件　

②
３
件　

③
以
下
０
件

農
業
委
員
会　

①
１
件　

②
０
件　

③
１
件　

④
以
下
０
件

市
議
会

　

①
１
件　

②
１
件　

③
以
下
０
件

　

選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、

監
査
委
員
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
は
、
開
示
の
請
求
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
21
年
度
分
個
人
情
報
保
護
運
用

状
況

　

菊
池
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第
38

条
お
よ
び
菊
池
市
個
人
情
報
保
護
条

例
施
行
規
則
第
16
条
に
規
定
す
る
運

用
状
況
の
公
表
。

　

市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査

委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
お
よ
び
議
会
と
も
、

開
示
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課

　

☎
（
25
）
７
１
１
１

いすに座ってできるきくちゃん体操15
筋力トレーニング・道具なし編

問い合わせ先に各課の
直通番号を記載しています。
各総合支所の問い合わせは
こちらです。
七城総合支所　☎（25）1000
旭志総合支所　☎（37）3111
泗水総合支所　☎（38）2112

お
知
ら
せ

① 両足を肩幅に開きます。椅子の前面を
両手でつかみます
② 体を前にたおし、手に体重をのせます。
椅子を両手で下に押します。終わった
ら足を閉じ、両手は膝の上におきます。

平成21年度中山間地域等直接支払制度実績の公表 問い合わせ先
農林振興課　☎（25）7221

集落名 面積 金額 集落名 面積 金額 集落名 面積 金額 集落名 面積 金額
神鶴 205,476 3,347,193 立門 22,482 364,129 乙森北 133,209 1,912,984 黒仁田 37,357 627,597
上木庭 347,949 6,347,581 戸城 41,042 743,267 毛足 54,222 920,816 寺小野 45,652 766,953
日向 177,142 3,463,134 永山 21,931 452,244 柳水丸 118,418 2,308,768 長野 40,955 688,044
堂原 91,366 1,834,388 伊野 182,759 3,332,241 姫井 114,419 1,947,292 中野瀬 113,235 1,075,930
下木庭 163,708 2,584,172 柏 59,882 1,137,017 弁利 304,199 4,978,927 篠倉 107,972 1,736,327
細永 156,322 2,445,910 雪野 286,053 4,023,036 岩本 399,093 4,863,062 金峰 122,351 1,897,159
西迫間 103,406 1,333,429 白木 73,733 1,082,735 伊萩 411,655 4,172,807 生味 60,541 793,992
袈裟尾 309,618 5,026,842 小木４班 93,071 1,774,493 湯舟 161,960 1,295,680 滝 105,324 1,678,988
玉祥寺 111,542 1,488,404 七坪 61,751 570,305 平 357,147 3,766,812 築地 11,610 74,304
稗方 438,817 8,098,626 市野瀬 304,724 2,091,001 小原 230,018 2,451,482 平山 23,282 391,137
松島 641,945 13,252,149 太田 200,240 2,843,085 妻越 340,779 3,820,689 虎口 27,022 453,969
柿木平 196,347 3,526,173 戸豊水 210,430 3,646,930 高永・伊坂 263,497 2,107,976 中片 34,918 586,622
中原 556,147 8,324,725 大柿 277,662 5,632,329 片川瀬 116,467 984,711 小楠野 57,984 942,168
藤田 369,198 6,038,429 平野 195,122 2,976,014 川辺 102,553 820,424 鳳来 72,518 1,209,622
佐野 361,044 5,835,772 茂藤里 402,988 7,049,045 小川 40,805 484,065 穴川 56,054 941,707
鍋倉 228,749 2,615,243 伊倉 145,744 2,747,444 高柳 194,418 2,520,231 上赤星 57,813 370,003
日生野 126,840 1,908,580 道園 202,897 3,297,036 尾足 232,328 1,858,624 下赤星 75,821 485,254
伊牟田 122,488 493,405 神来 120,278 962,224 竹の牧 141,636 1,945,824 遊蛇口 63,371 405,574
下組 173,038 2,769,371 上出田 209,705 2,157,372 東迫間 86,567 614,140 岩下 104,797 1,407,284
長六 147,702 3,021,546 植古閑 142,880 2,085,904 横枕 23,025 386,820 下出田 126,058 806,771
塚原 152,357 2,298,037 今 599,405 6,806,549 堀切 133,324 2,177,430 木佐木 31,591 530,728
古川 159,685 840,262 甲森北 191,591 2,392,392 木護 39,654 666,187 合　　計 14,762,875 209,936,047

　　　　 

情
報
公
開
実
施
状
況

市
立
小
・
中
学
校
の
校
舎
、

幼
稚
園
の
園
舎
内
を
禁
煙
化

金
婚
夫
婦
該
当
者
の

調
査
を
し
て
い
ま
す

消
費
税
・
地
方
消
費
税
・

源
泉
所
得
税
の
納
付

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

6月の「税」の納期限
6月30日（水）

問い合わせ先　税務課　☎（25）7206

●市県民税第１期
※ 口座振替を利用している人は、
６月25日（金）に振替を行います
ので、残高の確認をお願いします。

　中山間地域等直接支払交付金実施要領第12に基づき、平成21年度実績を公表します。
菊池市　集落協定締結数　87 単位：㎡、円

　１つの体操は３秒間を１回行います。
　必ず大きな声で数えます。
　自分の体調に合わせて無理をしない範囲で行います。動いて
いる（伸ばしている）筋肉を意識して行います。
効果のある筋肉　腕の筋肉・肩の筋肉・背中の筋肉・胸の筋肉
効　果
・肩と腕の力がつきます。
・両手をついた立ち上がり動作が
　しやすくなります。
注意点
・肘を伸ばして行いましょう。
・椅子をしっかりつかんで行いましょう。
・足はしっかり床につけておきましょう。
・おしりはあげないようにします。
　「いすに座ってできるきくちゃん体操指          
    導者マニュアル」より抜粋。
問い合わせ先
　生きがい推進課包括支援係　
　☎（25）721６
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●入札 (開札 ) 日：４月５日（月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込・円）

件　名 工事
場所 落札者 落札額 落札率 参加

業者数
事業
担当課予定価格

平成 21年度隈府小学校校舎改築建築工事 隈府 緒方･八方･丸和特定
建設工事共同企業体

572,250,000
99.1% 5 都市整備課

577,182,900

●入札 ( 開札 ) 日：４月７日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込・円）

件　名 工事
場所 落札者 落札額 落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格

平成 21年度伊倉黒仁田線道路改良工事 重味 ㈲岩根重機興業
21,304,500

98.2% 13 土木課
21,690,900

※その他の入札結果は、菊池市ホームページおよび菊池市役所総務課で閲覧できます。※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

公
共
事
業
入
札
の
公
表

　

４
月
20
日
（
火
）
か
ら
６
月
20
日

（
日
）
ま
で
、
県
内
全
域
で
春
の
農

作
業
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
繁
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期

は
、
１
年
の
う
ち
で
農
作
業
の
事
故

が
発
生
し
や
す
く
、
過
去
の
デ
ー
タ

で
は
年
間
の
事
故
・
死
亡
事
故
発
生

件
数
の
う
ち
３
割
近
く
が
こ
の
時
期

に
集
中
し
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者

や
女
性
の
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
い
の

で
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
、
農
作

業
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

注
意
点

・ 

正
し
い
機
械
の
取
り
扱
い
、
操
作

方
法
を
身
に
つ
け
る
。

・ 

作
業
に
適
し
た
作
業
服
や
防
護
具

を
着
用
す
る
。

・ 

足
場
が
滑
る
、
路
肩
が
見
え
に
く

い
な
ど
条
件
の
悪
い
場
合
は
、
無

理
に
運
転
作
業
を
し
な
い
。

・ 

運
動
操
作
は
、
余
裕
を
も
っ
て
確

実
に
行
う
。

・ 

機
械
の
点
検
・
整
備
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
う
。

・ 

機
械
の
日
常
点
検
・
定
期
点
検
に

努
め
る
。

・ 

一
人
で
作
業
を
す
る
場
合
は
、
ど

こ
で
作
業
を
し
て
い
る
か
を
家
族

に
知
ら
せ
て
お
く
。

・ 

過
労
運
転
・
酒
気
帯
び
運
転
は
や

め
る
。

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
の
団
体
予
約
が
な
い
時
間
帯

に
個
人
開
放
し
ま
す
。
個
人
練
習
な

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
　
　

１
面

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　
　
　
　
　

２
面

　

卓
球　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
面

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

　

柔
道
・
剣
道
・
空
手
・
薙
刀
・
太

極
拳
な
ど
の
武
道

料　

金　

２
時
間　
　
　

２
１
０
円

　

延
長
（
１
時
間
）　
　

１
０
０
円

　

レ
ン
タ
ル
シ
ュ
ー
ズ　

１
０
０
円

そ
の
他

・ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ャ
ト
ル
、
卓

球
ラ
ケ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
の
無
料
貸

出
し
ま
す
。

・ 

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
開
放
種
目
の

決
定
は
、
利
用
日
の
３
日
前
に
決

定
し
、
館
内
に
掲
示
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
菊
池
市
総

合
体
育
館
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
総
合
体
育
館

　

☎
（
25
）
３
０
０
１

相
談
日
時

　

電
話
相
談
は
、
平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
10
時
。
来
所
相
談
は
、
第
４

金
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

で
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

対
応
者　

専
門
相
談
員
（
助
産
師
な

ど
）
が
電
話
相
談
に
対
応
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
来
所
に
よ
る
面
接
相
談

に
産
婦
人
科
医
師
が
応
じ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
（
熊

本
県
福
祉
総
合
相
談
所
内
）

　

☎
０
９
６
（
３
８
１
）
４
３
４
０

　

子
ど
も
手
当
の
受
給
者
が
、
子
ど

も
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
去
年

と
変
更
事
項
が
な
い
場
合
で
も
、
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
遅
れ
る
と
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
６
月
上
旬
に
現
況

届
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６
月

30
日
（
水
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
が
必
要
な
人

　

４
月
１
日
（
木
）
に
子
ど
も
手
当

が
創
設
さ
れ
た
際
、
手
続
き
を
せ
ず

に
「
児
童
手
当
」
か
ら
「
子
ど
も
手

当
」
へ
移
行
し
た
受
給
者
の
人
。

（
４
月
中
旬
に
「
子
ど
も
手
当
認
定

通
知
書
」
を
受
け
取
っ
た
人
）

支
払
月　

６
月
・
10
月
・
２
月
の
10

日
（
休
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）
に

前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
払
い
ま
す
。

今
回
に
限
り
、
平
成
21
年
度
分
の
児

童
手
当
（
平
成
22
年
２
月
分
と
３
月

分
）
と
子
ど
も
手
当
（
平
成
22
年
４

月
分
と
５
月
分
）
を
支
払
い
ま
す
。

　

口
座
振
込
の
人
は
、
児
童
手
当
と

子
ど
も
手
当
が
別
々
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

 

子
育
て
支
援
課

 

☎
（
25
）
７
２
１
４

　

各
総
合
支
所
民
生
課

更
新
・
納
付
期
間

　

６
月
１
日（
火
）〜
７
月
12
日（
月
）

更
新
・
納
付
場
所

　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
ま

た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

も
し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の

金
融
機
関
か
郵
便
局

　

同
期
間
に
県
内
各
地
で
集
合
受
付

会
を
開
催
し
ま
す
。
「
労
働
保
険
概

算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
」
を
作
成

し
て
、
会
場
に
て
申
告
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、

国
で
保
険
料
を
決
定
す
る
ほ
か
、
追

徴
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
・
納

付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
総
称
）
は
、
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
い
て
、
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度

で
す
。
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
で
、
ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手

続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま

た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
し
、
加

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
２

対
象
者

　

菊
池
市
在
住
で
２
人
以
上
の
森
林

所
有
者
が
組
織
す
る
受
益
団
体

対
象
経
費　

作
業
路
・
作
業
道
の
開

設
に
要
す
る
経
費

補
助
額

作
業
路　

幅
員
２
メ
ー
ト
ル
程
度
で

林
内
運
搬
車
の
使
用
が
可
能
な
道
は

１
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
５
０
０
円

作
業
道　

幅
員
３
メ
ー
ト
ル
程
度
で

ト
ラ
ッ
ク
で
の
間
伐
材
な
ど
の
搬
出

が
可
能
な
道
は
１
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

１
、
５
０
０
円

※ 

路
面
に
敷
砂
利
な
ど
を
行
い
雨
天

時
の
使
用
も
可
能
で
あ
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
林
政
係

　

☎
（
25
）
７
２
２
１

　

放
牧
に
取
り
組
も
う
と
す
る
畜
産

農
家
に
対
し
、
未
利
用
地
の
活
用
、

労
働
力
の
省
力
化
、
規
模
拡
大
促
進

の
た
め
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

菊
池
市
管
内
に
放
牧
予
定

地
が
あ
る
、
菊
池
市
在
住
の
畜
産
業

を
営
む
人

対
象
経
費

　

放
牧
を
行
う
た
め
に
要
す
る
経
費

補
助
額　

50
万
円
を
限
度
と
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す

　

詳
し
い
内
容
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
畜
産
係

　

☎
（
25
）
７
２
２
１

対
象
者　

菊
池
市
在
住
で
、
イ
ノ
シ

シ
な
ど
野
生
動
物
に
よ
る
農
林
作
物

へ
の
被
害
が
顕
著
で
あ
る
農
地
・
林

地
の
所
有
者
お
よ
び
耕
作
者

対
象
経
費　

電
気
牧
柵
を
新
設
す
る

た
め
に
要
す
る
経
費
と
し
、
電
気
牧

柵
器
本
体
、
外
柵
用
部
材
・
周
辺
部

材
の
資
材
費

補
助
額

　

個
人　

事
業
費
の
３
分
の
１
以
内

　

団
体　

事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

※ 

ど
ち
ら
も
１
申
請
カ
所
の
限
度
額

は
５
万
円
（
千
円
未
満
切
捨
て
）
。

　

詳
し
い
内
容
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
林
政
係

　

☎
（
25
）
７
２
２
１

と　

き　

６
月
28
日
（
月
）
〜
７
月

４
日
（
日
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時

※ 

土
日
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
内
容　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐

待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人

権
問
題
（
秘
密
厳
守
）

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員　

問
い
合
わ
せ
先　

「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
専
用
電
話

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

※ 

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
、
同
じ
専
用
電
話
番
号
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

広
報
き
く
ち
５
月
号
13
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
え
こ
め
牛
試
食
会
の
会
場

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。

誤　

菊
池
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

正　

菊
池
観
光
ホ
テ
ル

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

４
月
に
配
布
し
た
「
平
成
22
年
度

生
涯
学
習
講
座
の
ご
案
内
【
全
期
・

前
期
】
」
７
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で

す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　

（
財
）
日
本
民
謡
協
会
肥
後
基

春
会　

代
表
者　

田
笛

正　

（
財
）
日
本
民
謡
協
会
肥
後
基

春
会　

代
表
者　

田
苗

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
中
央
公
民
館

　

☎
（
25
）
１
６
７
２

　

熊
本
地
方
気
象
台
で
は
、
５
月
27

日
（
木
）
か
ら
気
象
警
報
・
注
意
報

を
市
町
村
を
対
象
と
し
て
発
表
し
て

い
ま
す
。
菊
池
市
で
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
「
鹿
本

菊
池
」
に
対
し
て
警
報
・
注
意
報
を

発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
「
菊
池

市
」
を
明
示
し
て
発
表
し
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注
意

報
の
詳
細
な
内
容
は
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　

☎
０
９
６
（
３
２
４
）
３
２
８
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.jm
a.go.jp

　

県
内
の
身
体
障
が
い
者(

児)

を
対
象

に
、
補
装
具
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
医
学
的
診
査
や
判
定

を
行
う
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
17
日
（
木
）

　

受
付　

正
午
〜
午
後
２
時

　

診
査　

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

山
鹿
市
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
山
鹿
市
中
５
７
８
番
地
）

※ 

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
受

け
た
い
人
は
、
福
祉
課
、
ま
た
は

各
総
合
支
所
民
生
課
へ
、
相
談
日

の
一
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎
（
25
）
７
２
１
３

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
振
興
課

　

☎
（
25
）
７
２
２
１

菊
池
市
総
合
体
育
館
を

個
人
開
放
し
ま
す

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
は

６
月
30
日（
水
）ま
で

作
業
路
・
作
業
道
開
設
に

対
す
る
補
助
を
実
施
し
ま
す

菊
池
市
型
家
畜
放
牧
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す

菊
池
市
獣
害
防
止
対
策
事
業

（
電
気
牧
柵
補
助
）
実
施

大
雨
な
ど
の
気
象
情
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す

身
体
障
が
い
者（
児
）の

巡
回
相
談

春
の
農
作
業
安
全
運
動

お
わ
び
と
訂
正

お
わ
び
と
訂
正

相
談

申
請

不
妊
専
門
相
談

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

労
働
保
険
年
度
更
新
・
納
付
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生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象　

生
ご
み
を
堆
肥
と
し
て

再
生
処
理
す
る
容
器
お
よ
び
電
動
式

生
ご
み
処
理
機
で
あ
っ
て
耐
久
性
に

優
れ
て
い
る
も
の

対
象
者　

本
市
に
居
住
し
、
処
理
機

な
ど
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
人

補
助
率
・
補
助
限
度
額　

１
世
帯
処

理
機
な
ど
１
機
に
つ
き
購
入
価
格
の

３
分
の
１
以
内
と
し
、
電
動
式
の
場

合
２
０
、
０
０
０
円
、
そ
の
他
は

３
、
０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

※ 

補
助
の
金
額
は
１
０
０
円
単
位
と

し
、
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切

り
捨
て
。

提
出
書
類

・ 

交
付
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
申
請
書

お
よ
び
請
求
書

・ 

購
入
者
お
よ
び
購
入
価
格
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
で
、

レ
シ
ー
ト
は
不
可
）

・ 

処
理
機
の
性
能
が
確
認
で
き
る
カ

タ
ロ
グ
な
ど

・ 

申
請
者
の
前
年
度
の
税
の
未
納
が

な
い
証
明
書
（
市
民
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
民
生
課
発
行
の
も
の
）

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

環
境
課
環
境
政
策
係

　

☎
（
25
）
７
２
１
７

　

各
総
合
支
所
民
生
課

　

交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
の
住
ま

い
を
、
生
活
利
便
性
の
高
い
ま
ち
な

か
に
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
高
齢

者
へ
配
慮
し
た
賃
貸
住
宅
を
整
備
さ

れ
る
人
へ
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
地
区　

隈
府
中
央
地
区
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
区
域
内

対
象
者　

高
齢
者
に
配
慮
し
た
賃
貸

住
宅
を
新
築
ま
た
は
改
修
す
る
人

補
助
対
象　
加
齢
対
応
施
設
と
な
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
手
す
り
な
ど
の
整
備
費

用
の
一
部

補
助
額　
整
備
費
用
の
３
分
の
２
以
内

（
限
度
額
２
０
０
万
円
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
都
市
整
備
課

　
☎
（
25
）
７
２
４
２

期　

間　

７
月
21
日
（
水
）
〜
８
月

25
日
（
水
）
の
シ
フ
ト
制
（
勤
務
日

は
応
相
談
）

勤
務
先　

菊
池
市
営
七
城
北
プ
ー
ル

募
集
人
員　

６
人
程
度

条　

件　
　

18
歳
以
上
の
男
女

申
込
期
限　

６
月
30
日
（
水
）

申
込
方
法　

履
歴
書
を
持
参
し
て
、

展
示
期
間　

８
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
22
日
（
日
）

展
示
会
場　

熊
本
県
立
美
術
館
分
館

参
加
資
格　

県
内
在
住
で
、
60
歳
以

上
（
昭
和
26
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
）
の
人

部　

門　

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、

書
、
彫
刻
、
工
芸
の
６
部
門

出
品
の
条
件　
出
品
者
に
よ
り
創
作
さ

れ
た
も
の
で
、
他
の
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
に
出
品
し
た
こ
と
の
な
い
も
の

(

１
人
１
点
）

出
品
料　
　
５
０
０
円

申
込
期
限　
６
月
30
日
（
水
）

申
込
方
法　
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

出
品
規
格
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

と　

き　

７
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

開
会　

午
後
１
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館

内　

容

・
各
地
域
で
の
女
性
活
動
の
紹
介

・ 

記
念
講
演　

森
永
卓
郎
さ
ん
（
獨

協
大
学
教
授
・
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
）

参
加
費
用　

１
、
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

Ｊ
Ａ
菊
池

各
中
央
支
所
営
農
生
活
課

　

☎
（
24
）
１
１
２
１
（
菊
池
）

　

☎
（
25
）
２
１
４
８
（
七
城
）

　

☎
（
38
）
６
６
３
８
（
泗
水
）

　

☎
（
37
）
３
２
８
７
（
旭
志
）

研
修
時
期　

事
前
研
修　

９
月

　

国
内
派
遣
研
修　

11
月
11
日

（
木
）
〜
11
月
14
日
（
日
）

　

自
主
研
修　

11
月
〜
12
月

　

事
後
研
修　

１
月

募
集
対
象　

菊
池
市
内
在
住
の
20
〜

65
歳
未
満
の
男
女
で
、
全
研
修
に
意

欲
を
も
っ
て
参
加
で
き
る
人

募
集
人
員　

１
人
程
度

参
加
費
用　

研
修
に
要
す
る
費
用
は

県
お
よ
び
市
が
負
担
し
ま
す
。

※
一
部
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法　

男
女
共
同
参
画
推
進
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
に
あ
る
参
加
申

込
書
に
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
限

　

６
月
30
日
（
水
）
必
着　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎
（
25
）
７
２
１
０

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

６
月
22
日
（
火
）
〜
６

月
29
日
（
火
）
通
信
日
付
印
有
効

第
一
次
試
験　

９
月
５
日
（
日
）

申
込
方
法　
問
い
合
せ
先
に
備
え
付
け

て
い
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
九
州
事
務
局

　
☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修

係
　
☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

　
菊
池
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

　
☎
（
25
）
２
１
２
１

　

就
職
・
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
あ
な
た
の
能
力
を
活
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

参
加
資
格　

55
歳
以
上
の
人

登
録
方
法　

シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
参
加
申
込
書
に
記
入
し

て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
申
込
書
は
、
生

き
が
い
推
進
課
に
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

社
団
法
人
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

☎
0
9
6
（
3
1
2
）
3
3
1
0

定　

員　

30
人

参
加
料　

１
、
３
０
０
円
（
２
回
分

の
食
事
代
２
２
０
円
、
試
食
代
80

円
、
血
液
検
査
料
１
、
０
０
０
円
）

※ 

歩
数
計
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
養

生
園
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
30
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

申
込
方
法　

申
請
書
に
記
入
・
捺
印

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎
（
25
）
７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
民
生
課

対
象
者　

菊
池
市
在
住
の
人
（
病
気

療
養
中
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

と　

き　

７
月
22
日
（
木
）
〜
９
月

22
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ

　

菊
池
養
生
園
、
泗
水
体
育
館

期
限
ま
で
に
社
会
体
育
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

社
会
体
育
課

　

☎
（
25
）
７
２
３
４

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

購
入
を
考
え
て
い
る
人
へ

高
齢
者
へ
配
慮
し
た

賃
貸
住
宅
を
整
備
す
る
人
へ

募
集

プ
ー
ル
の
監
視
員
募
集

地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修

菊
池
市
健
康
づ
く
り
教
室

い
き
い
き
養
生
塾
第
２
期
生

シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
参
加
者
募
集

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展
に

出
品
し
ま
せ
ん
か
？

サ
マ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス

ス
ク
ー
ル
・
家
の
光
大
会

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）
試
験

と　き 内容 (体験・学習 ) ところ
７月22日（木） 開講式、体力測定 養生園

29日（木） 体力測定でわかった筋力に合わせてはじめる筋トレとストレッチ 養生園
８月５日（木） わくわくエアロビクス 養生園
11日（水） 健康づくりのための速歩を体験しよう 養生園
18日（水） ４メッツの速歩で100キロカロリー消費に挑戦 養生園
25日（水） 筋力トレーニングの実践 養生園

９月１日（水） 家で出来るステップ運動 養生園
８日（水） 家で出来るながら運動とサーキットトレーニング 養生園
15日（水） 楽しく運動しながら、継続出来る運動を体験 泗水体育館
22日（水） 閉講式、体力測定、運動効果の確認 養生園

　
市
民
の
広
場
へ
投
稿
し
ま
せ
ん
か
？

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
皆
さ
ん
が
知

ら
せ
た
い
と
思
う
情
報
を
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
。
ひ
と
つ
の
投
稿
に
つ

き
、
14
文
字
×
17
行
ま
で
掲
載
で
き

ま
す
。
写
真
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

投
稿
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
が
、

編
集
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
広
場

問
い
合
わ
せ
先
　

　
企
画
振
興
課
広
報
統
計
係

　
☎
（
25
）
７
２
５
０

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kouhou@
city.kikuchi.lg.jp

一
膳
屋　

ｉ
ｎ　

菊
乃
城

　

「
菊
乃
城
」
と
い
う
菊
池
唯
一
の

酒
蔵
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
菊
池

の
歴
史
を
見
つ
め
、
菊
池
の
歴
史
と

共
に
生
き
て
き
た
「
菊
乃
城
」
。
菊

池
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
、
菊
池
の
重
要
文
化
財
と
も
言

え
る
酒
蔵
の
も
つ
奥
ゆ
か
し
さ
に
ふ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

６
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ　

菊
乃
城

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
一
膳
会
（
堀
田
陽
平
）

☎
０
９
０
（
９
７
２
９
）
５
３
１
２

泗
水
か
る
た
会
新
会
員
募
集

　

百
人
一
首
競
技
か
る
た
を
ご
存
知

で
す
か
？
泗
水
か
る
た
会
で
は
、
ま

ん
が
や
ド
ラ
マ
で
話
題
の
百
人
一
首

を
初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
楽
し
く

練
習
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

木
曜
・
土
曜
・
日
曜

※ 

学
校
行
事
な
ど
で
時
間
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
来
ら
れ
る
時

だ
け
で
も
大
丈
夫
で
す
。

と
こ
ろ　

泗
水
公
民
館
和
室
ほ
か

対　

象　

小
・
中
学
生
か
ら
大
人
ま

で
、
泗
水
の
人
に
限
り
ま
せ
ん
。

会　

費　

月
１
、
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

事
務
局
（
岩
崎
）

　

☎
（
38
）
６
４
８
６

菊
朋
会
総
会
・
懇
親
会

と　

き　

６
月
５
日
（
土
）

　

総
会　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時

　

総
会
記
念
講
演　

午
後
４
時
15
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

　

懇
親
会　

午
後
６
時
〜

　

（
受
付
は
午
後
５
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

菊
池
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

総
会
記
念
講
演

演　

題　

千
年
風
土
に
育
て
ら
れ
未

来
遺
産
を
育
む
〜
空
間
・
時
間
・
感

性
の
ま
ち
「
菊
池
」
の
魅
力
と
可
能

性
〜

講　

師　

藤
原
恵
洋
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
朋
会
事
務
局
（
菊
池
高
校
内
）

　

☎
（
25
）
３
１
７
５

菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　

第
９
回
大
会　

参
加
チ
ー
ム
募
集

と　

き　

７
月
３
日
（
土
）

　

開
会　

午
後
６
時
50
分

と
こ
ろ　

菊
池
市
総
合
体
育
館

参
加
資
格　

菊
池
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
人
。
（
学
生
除
く
）

参
加
費　

１
、
５
０
０
円

申
込
期
限　

６
月
21
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
支
部（
松
本
）

☎
０
９
０
（
１
１
６
２
）
７
５
５
７

　

旭
志
支
部
（
安
武
）

　

☎
（
37
）
２
２
６
７

　

泗
水
支
部
（
服
部
）

　

☎
（
38
）
３
８
８
５

弓
道
教
室
参
加
者
募
集

と　

き　

６
月
７
日
（
月
）
〜
８
月

30
日
（
月
）
の
毎
週
月
曜
・
水
曜
、

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
営
弓
道
場

対
象
者　

中
学
生
以
上
の
男
女

参
加
料

　

加
入
申
込
料　

１
、
０
０
０
円

　

月
謝　

１
、
５
０
０
円
（
一
般
）

　
　
　
　

１
、
０
０
０
円
（
学
生
）

※ 

弓
道
教
本
（
１
、
２
２
０
円
）
が

別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

指
導
者　

菊
池
弓
道
協
会
会
員

申
込
期
限　

６
月
６
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
弓
道
協
会
（
後
藤
匡
弘
）

☎
０
９
０
（
３
３
２
８
）
９
６
８
３

と　

き　
　
６
月
17
日
（
木
）
、
６
月

24
日
（
木
）
、
７
月
１
日
（
木
）
の

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

と
こ
ろ　
　

菊
池
市
中
央
公
民
館

講　

師　
　

塚
本　

薫
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
共
議
会
）

対
象
者　
　
菊
池
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
人

定　

員　
　

30
人

募
集
期
限　

６
月
10
日
（
木
）

※ 

１
歳
以
上
未
就
学
児
の
無
料
託
児

所
も
あ
り
ま
す
（
要
事
前
予
約
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
課

　

☎
（
25
）
７
２
１
０

段
取
り
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
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　村
むらかみ
上　龍

りゅうき
騎くん

（３歳 ○七　間所）
  父：和寿さん　母：光恵さん

Ｈ19年
6月17日
生まれ

　森
もり
　菜

な な み
々美ちゃん

（２歳 ○泗　上住吉）
  父：慎一郎さん　母：由美さん

　野
のぐち
口　侑

ゆうが
雅くん

（３歳 ○旭　新明団地）
  父：信愛さん　母：郁美さん

遥
翔
、颯
翔
、早
く

大
き
く
な
っ
て

一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
♡

　増
ますなが
永　凌

りょう
くん

（１歳 ○菊　北宮）
  父：貴弘さん　母：知春さん

　緒
おがた
方　鈴

りん
ちゃん

（３歳 ○菊　穴川）
  父：哲也さん　母：美和さん

　田
たしろ
代　有

ゆ み
美ちゃん

（１歳 ○七　雇用促進住宅）
  父：晃史さん　母：吏江子さん

バ
ナ
ナ
だ
〜
い
す
き

♡
い
っ
ぱ
い
食
べ
て

大
き
く
な
る
ぞ
！

お
そ
と
で

あ
そ
ぶ
の
が

大
好
き
で
す
！

あ
や
ね
ぇ　

せ
ぃ

に
ぃ　

い
っ
ぱ
い
あ

そ
ん
で
ね
。

じ
ぃ
じ
・
ば
ぁ
ば　

山
に
つ
れ
て

行
っ
て
ネ

　中
なかしま
嶋　遼

はるか
くん

（３歳 ○泗　富の原一）
  父：大樹さん　母：美佐子さん

柊
吾
君
大
〜
好
き　

マ
マ
大
〜
好
き　

お
父
さ
ん
・
・
・
。

　髙
たかの
野　蒼

あおい
衣ちゃん

（２歳 ○菊　杉生）
  父：保之さん　母：友海さん

も
う
す
ぐ

お
姉
ち
ゃ
ん
に

な
り
ま
す
。

本誌に掲載中の「ハッピー･バースデー」では、平成23年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集し
ています。随時募集していますが、誕生月の掲載になりますので、誕生月の前月５日（５日が休日の場合は前日）を締
切日とします。掲載を希望する人は、写真にコメントを添えて、菊池市役所本庁または各総合支所の広報担当まで申し
込んでください（写真は後日持参でも可）。先着24人まで受け付けます。

と　

き

　

８
月
１
日
（
日
）

　

幼
児
〜
小
学
４
年
生

　

午
前
９
時
30
分

　

小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生

　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
資
格　

菊
池
市
内
に
在
住
の

幼
・
保
育
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の

個
人
ま
た
は
４
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

応
募
期
間　

６
月
15
日
（
火
）

〜
７
月
４
日
（
日
）
午
後
６
時

応
募
方
法　

申
込
用
紙
に
記
入
、
保

護
者
の
署
名
・
捺
印
を
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
用
紙
は
、
文
化
会
館
、
各
小

中
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
に
あ

り
ま
す
。

そ
の
他

・ 

曲
目
は
、
「
き
く
ち
童
謡
唱
歌
祭

曲
一
覧
」
か
ら
選
曲
し
ま
す
。

・ 

今
回
か
ら
予
選
を
廃
止
し
、
本
選

の
み
と
な
り
ま
す
。

主　

催　

菊
池
市
市
民
会
館
、
き
く

ち
童
謡
唱
歌
祭
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
市
文
化
会
館

　

☎
（
24
）
１
１
０
１

第
23
回
き
く
ち
童
謡
唱
歌
祭

出
場
者
募
集

菊
池
市
営
住
宅
補
充
入
居
者

歯
の
健
康
展

窓防犯の 問い合わせ先
菊池警察署　☎（24）0110

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

菊
池
市
集
会

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
の

強
化
月
間
で
あ
る
７
月
に
、
菊
池
市

で
は
集
会
や
街
頭
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ

　

菊
地
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内　

容

・ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
Ａ

Ｃ
Ｔ
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
）

・ 

法
務
大
臣
、
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達

・ 

作
文
表
彰
と
作
文
発
表
（
市
内
小

中
高
校
生
）

・
記
念
講
演

　

講
師　

石
川
結
貴
さ
ん
（
作
家
）

　

演
題
「
離
れ
る
家
族
、
つ
な
が
る

　

家
族
」

そ
の
他

・ 

午
後
０
時
15
分
か
ら
は
菊
池
女
子

高
等
学
校
茶
道
部
に
よ
る
お
点
前

披
露
、
集
会
中
に
は
小
ホ
ー
ル
で

工
作
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
家

族
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・ 

駐
車
場
は
市
役
所
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
菊
池
市

推
進
委
員
会
（
生
涯
学
習
課
）

　

☎
（
25
）
７
２
３
２

と　

き　

６
月
６
日(

日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森

内　

容　

歯
周
病
健
診
、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
相
談
、
予
防
コ
ー
ナ
ー
、
歯
磨

き
指
導
、
食
育(

食
を
通
じ
て
の
体 

歯

の
健
康
つ
く
り)

、
劇
、
顕
微
鏡
コ
ー

ナ
ー
、
技
工
物
の
展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
郡
市
歯
科
医
師
会
公
衆
衛
生

担
当
理
事
（
阿
久
根
）

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
６
４
８
０

　

菊
池
市
営
住
宅
に
空
き
部
屋
が
発

生
し
た
際
、
速
や
か
に
入
居
を
紹
介

で
き
る
よ
う
補
充
入
居
者
募
集
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
、
広
報
き
く
ち
４
月
号
25

ペ
ー
ジ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
１
日
（
火
）
〜
６

月
15
日
（
火
）
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
必
着
（
期
日
厳
守
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎
（
25
）
７
２
４
３

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

イ
ベ
ン
ト

　市民の市民による市民のための「きくち夏まつり」の開催のた
め、ステージ参加団体および白龍担ぎ手を募集しています。菊池市
夏の一大イベントに参加して夏の素晴らしい思い出を一緒に創って
みませんか！
と　き　８月７日（土）※雨天順延８月８日（日）
ところ　菊池市民広場、菊池武光公像前特設ステージ
募集内容　①ステージ参加団体、②白龍担ぎ手、③子白龍担ぎ手
募集対象・人員
　①演舞・踊りなど８団体程度
　②成人男性200人程度
　③小学４年～６年生80人程度
申込期限　７月９日（金）
注意事項　申込団体多数の場合は先着順とします。
問い合わせ・申込先
　菊池白龍会事務局（（社）菊池青年会議所内）　☎（23）1110
　菊池市商工会　☎（25）1131

きくち夏まつり
ステージ参加者・白龍担ぎ手募集

休日在宅当番医
※ 休日在宅当番医は変更されることがあります。
　休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報センター
　（菊池広域連合消防本部）☎096（232）9331に問い合わせてください。

６月６日
（日）

宮川内科医院（内・循） 合志市 096(248)2155

ふくだ医院（耳・内・泌） 大津町 096（293）2771

後藤整形外科医院 (整 ) 菊池市 （25）2906

松岡耳鼻咽喉科医院 (耳・ア ) 菊陽町 096（232）5011

永田歯科医院 大津町 096(293)0588

６月13日
（日）

まつもとこどもクリニック (小・ア ) 合志市 096（338）8960

山縣医院 (内・神 ) 大津町 096（293）4430
勝久病院
(外・胃・消・整・リウ・リハ・麻 ) 大津町 096（293）5000

黒川産婦人科医院 (産・婦 ) 菊池市 （25）1071

城歯科医院 合志市 096(248)6464

６月20日
（日）

よしもと小児科 (小・ア・内 ) 菊陽町 096（233）2520

古田医院 (内・循 ) 菊池市 （25）2280

笹原整形外科医院 (整・麻 ) 菊陽町 096（232）1165

友田皮ふ科医院 (皮 ) 合志市 096（248）6211

北川歯科医院 菊陽町 096(232)4418

七城中央薬局 菊池市 (25)5673

６月27日
（日）

古川医院 (内・小・外・耳 ) 菊陽町 096（232）1566

いけざわこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（242）6633

樽美外科・整形外科医院 (整・リハ ) 大津町 096（293）2100

斎藤産婦人科医院 (産・婦 ) 菊池市 （24）1177

原賀歯科医院 菊池市 (25)0202

７月４日
（日）

武蔵しもむら医院 (小・内・ア ) 菊陽町 096（339）7561

成松内科医院 (内・呼・消・循 ) 合志市 096（345）5151

須屋クリニック (外・胃・整 ) 合志市 096（344）4833

米田産婦人科医院 (産・婦・麻 ) 菊池市 （25）2589

そのき歯科医院 菊池市 (24)7008

 

Ｈ20年
6月11日
生まれ

Ｈ19年
６月22日
生まれ

Ｈ21年
６月９日
生まれ

み
ん
な
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！！

Ｈ21年
6月6日
生まれ

Ｈ19年
6月7日
生まれ

Ｈ19年
6月4日
生まれ

Ｈ20年
6月19日
生まれ

愛称募集
　菊池市防犯協会のイメージキャラクターが決まりました
ので、皆さんから親しまれる愛称を募集します。
募集期限　６月30日（水）
申込方法　はがきに、キャラクターの愛称、氏名、住所を
記入して、応募してください。
申込先
　菊池市防犯協会
（菊池市隈府790番地
　菊池警察署内）
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